
　2025 年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第 61 回）を一般社団法人山梨県

臨床検査技師会の担当で開催させていただくにあたり、担当県を代表いたしまして、一言ご

挨拶申し上げます。

　本医学検査学会を成功させるため、数年前から準備会を立ち上げ、前回の担当長野県臨床

検査技師会の素晴らしい支部学会終了後、実行委員会とし本格的に活動し、日本臨床衛生検

査技師会のご教示のもと、関甲信支部・首都圏支部の会員の皆様に参加して良かったと思っ

ていただけるようにと一歩一歩、開催準備を進めてまいりました。開催会場は、山梨県甲府

市にありますアピオ甲府タワー館にて現地開催といたしました。自動車でのお越しの際は、

インターから降りてすぐの好立地でありますが、最寄りの駅（甲府駅）より離れているため、

甲府駅より会場まで、専用シャトルバスを２日間用意いたしました。メインテーマは、『甲斐

創造』とし、サブテーマとして『未来への羅針盤』といたしました。それは、参加していた

だいた皆様の価値のある目的に向かっての努力が良き風となり、将来の臨床検査技師の方向

性や目標を明確にしていただけるような学会にしたいという強い思いから決定いたしました。

　本学会が関甲信支部・首都圏支部の会員の皆様の学術的な研鑽と情報交換の場となるよう

な支部学会を目指し、特別公開講演では、卓球でオリンピックメダリストを育てられた平野

真理子先生をお招きして、「美宇は、みう　自分は、じぶんらしく～学校教師 10 年、卓球指

導 22 年、子育て 25 年からの学び～」と題してご講演をいただきます。先生の講演は、技師

会にとって最も大切な人材育成に生かせていただけると思います。文化講演では、五緒川津

平太先生をお迎えして、「甲州弁おもしろ講座～山梨方言の魅力と県人気質～」と題してご講

演いただきます。先生のお話を聴講し、山梨県の事を知り、好きになっていただけること間

違いないと思います。市民公開講座は、若山照彦先生をお迎えして、「遺伝資源の究極保存と

人類の宇宙進出～人類は過酷な宇宙で繫栄できるだろうか？～」と題してご講演いただきま

す。素晴らしい研究結果のお話をたくさんしていただけると思います。それぞれの講演とも

興味深いお話が聞けることと思いますので楽しみにしていただきたいと思います。その他、

日臨技会長基調講演、日臨技企画、教育講演、シンポジウム、学生フォーラム、中高生進路

支援ガイダンス、ランチョンセミナー等も開催いたします。

　結びとなりますが、本学会の企画・実行に多大なご理解・ご協力いただきました実行委員

の皆様、関係各位に感謝申し上げますと共に、抄録広告、機器展示、ランチョンセミナーな

ど協賛にご理解・ご支援・ご協力いただいた賛助会員の皆様に心から御礼申し上げます。また、

関甲信支部・首都圏支部からの演題登録・参加登録いただきました会員の皆様に感謝申し上げ、

学会長の挨拶といたします。

一般社団法人 山梨県臨床検査技師会

2025 年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第 61 回）

学会長　中川　英二
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　平素より、一般社団法人日本臨床衛生検査技師会（以下、日臨技と略す）の活動に対し、

ご理解、ご協力をいただき心より感謝申し上げます。

　本学会が、一般社団法人山梨県臨床検査技師会の中川英二会長の下で、メインテーマ「甲

斐創造～未来への羅針盤～」として開催されますことを会員の皆様とともにお喜び申し上げ

ます。

　学会は、我々臨床検査技師の根幹である「検査データの品質保証」に向けた取り組みの一

つであり、日々進歩する検査技術に対し卒後教育の一環として、医療機関などで活躍する先

生方の「技術・知識」の研鑽の場でもあります。近隣で働く先輩方、同僚、後輩たちと日々

抱える課題について情報共有するコミュニティーの場として活用いただきたいと思います。

　さて、我々を取り巻く医療環境は一層厳しさを増し、2024 年度診療報酬改定後も、医業収

益は改善されておらず、多くの医療機関で悪化したという調査結果が示されています。医療

収益は微増にとどまる一方、物価高騰、賃金上昇が経営を圧迫し、それ以上の経費増で赤字

経営に陥っています。医師会をはじめとする職能団体、日本病院団体協議会を中心に社会保

障予算編成の基本的な考え方である「高齢化の伸びの範囲にとどめる」という目安対応を廃

止し、物価高騰、賃金上昇に応じて適切に対応する新たな仕組みづくりの導入を訴え緊急行

動が展開され、我々職能団体も賛同し活動に参加しております。

　このような中、我々臨床検査技師は「医師の働き方改革」をトリガーとして進められてい

る「タスク・シフト／シェア」を前向きにとらえ、自施設の実情に合わせて、技術革新、デ

ジタル技術の導入に積極的に取り組み、限られた人財で、「いかに検査室の生産性を上げる

か」を目指した「臨床検査 DX」への取り組みが必要であり、業務の効率化による人員確保に

努め、臨床検査技師が必要とされる場所で、医療スタッフから「信頼してタスクシェアでき

る臨床検査技師」の育成に向けた「キャリア支援」に日臨技として取り組んでまいります。

　本学会は山梨県技師会により、時世にあった特色ある企画と円滑な学会準備が進められ、

会員の皆様への最新の情報提供、会員の皆様方の研究成果を発表する場として、ぜひ活用さ

れることを期待しております。

　最後に、本学会の盛況を記念するとともに、運営に当たりご尽力いただきました中川英二

学会長、河合正行実行委員長をはじめ、山梨県臨床検査技師会の皆様に心より感謝申し上げ

ます。

令和７年６月吉日　

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会

代表理事　会長　横地　常広
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　令和 7 年度（一社）日本臨床衛生検査技師会 関甲信・首都圏支部医学検査学会が山紫水明

の地、山梨県において開催されますことを心よりお喜び申し上げます。開催にあたりご尽力

をいただきました学会長中川英二様をはじめとする一般社団法人 山梨県臨床検査技師会の皆

様、協賛をいただきました賛助会員の皆様へ心より感謝を申し上げます。本年度の学会テー

マは「甲斐創造～未来への羅針盤～」です。昨年度の学会「響き～未来を奏でるシンフォニー

～」において生み出された共鳴と調和を、今年度は「創造」という言葉のもと、この「甲斐」

の地で新たなものとして創り出そうという意志を感じます。そして、この学会は、めまぐる

しく変化する医療情勢の中、臨床検査技師の在り方や目指すべき方向性を見い出し、共鳴と

調和を以て踏み出すための「未来への羅針盤」となる。という強い願いが込められているの

だと思います。

　さて、甲斐の国といえば、「甲斐の虎」名将・武田信玄公の存在を思い起こさずにはいられ

ません。その旗印に掲げられた「風林火山」は孫子の兵法から引用されたもので、組織運営・

経営指針となる考え方ともされてます。「疾きこと風の如く」迅速な状況把握・変化へ即応、

「徐かなること林の如く」冷静沈着・状況を見極め、「侵掠すること火の如く」勇猛果敢・積

極的に進出、「動かざること山の如く」揺るがない信念に盤石な基盤。そして、「風林火山」

には続き「陰雷」があります。「知り難きこと陰の如く」人知れず研鑽に励み、「動くこと雷

霆の如く」いざという時には強い力を発揮。まさに、臨床検査技師のあるべき姿そのもの。

解釈が強引すぎましたが、本学会が皆様にとって、仕事の価値、進む方向の再確認、様々な

想いを共有できる機会となることを祈念し、挨拶とさせていただきます。

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会

関甲信支部　支部長　根本　誠一
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甲府駅発 会場着 会場発 甲府駅着 甲府駅発 会場着 会場発 甲府駅着

9:20 9:40 13:30 13:50 7:30 7:50 10:00 10:20

9:30 9:50 14:30 14:50 8:00 8:20 10:40 11:00

10:40 11:00 15:30 15:50 9:00 9:20 11:20 11:40

10:40 11:00 16:30 16:50 9:00 9:20 12:00 12:20

11:30 11:50 17:20 17:40 10:40 11:00 13:00 13:20

12:40 13:00 17:40 18:00 11:20 11:40 13:30 13:50

13:30 13:50 18:30 18:50 12:00 12:20 14:00 14:20

14:30 14:50 19:00 19:20 14:30 14:50

15:30 15:50 20:10 20:30 14:50 15:10

16:30 16:50 20:10 20:30 15:10 15:30

17:00 17:20 15:40 16:00

16:00 16:20

16:30 16:50

※甲府駅南口を出て、路線バス等のロータリーを越えた先の
　　「貸切バス専用レーン」からのご乗車となります

※会場まで約２０分かかります（道路状況で予定時間を過ぎる場合がございます）

乗降場所：甲府駅 南口 貸切バス専用レーン

１０月１１日（土） １０月１２日（日）

無料シャトルバス運行予定表

会場行 甲府駅行 会場行 甲府駅行
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受付 クローク PCセンター メイン会場 第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場 展示会場 情報交換会会場 学会本部 控室1 控室2
2Fロビー 2Fロビー 2Fロビー 10F 4F 4F 6F 6F 12F 2Fロビー 8F 3F 3F 12F

慶翔の間 吉光の間 祥華の間 ザ・キャッスル ザ・サボイ ザ・ブレークス オーバーチュア 特別室 芙蓉の間 倖光の間

11：15～11：55
一般演題
免疫血清

開会式

13：40～14：30
一般演題

教育

13：40～14：30
一般演題
病理・細胞

13：40～15：10
若᲍部企画

『若ᡭ技師を㨩஢䛩るክの
企画を考えよう　～アン

ケートでㄞみ解く若⪅た䛱
のᛮい～』

15：00～16：30
シンポジウム5

輸血検査研究班
輸血療ἲの㉁を高めるために、

今　⚾た䛱ができること　～多⫋✀㐃ᦠ～

文
化
講
演
講
師
控
室

情報交換会

第䠍日目 10月11日（ᅵ） 2025年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第61回）

時間

学
会
本
部
・
事
務
局

控
室

10:30

11：15～12：15
日臨技企画䊠
会㛗ᇶㄪ講演

今が᪪・・臨床検査「ḟのステージ」䜈
ᶓᆅ　ᖖᗈ

11：15～12：15
一般演題

生理

11：15～11：55
一般演題

血液

11：15～12：05
一般演題

一般

11:30

機
器
・
試
薬
展
示

11:00

教
育
講
演
講
師
控
室

12：30～13：30
ランチョンセミナー1

ロシュ・ダイアグノスティック
ス株式会社

13:00

12：30～13：30
ランチョンセミナー2

䝧ック䝬ン・䝁ールター株式
会社

12：30～13：30
ランチョンセミナー3

アボットジャ䝟ンྜྠ会社㻛
アッ䞂ィྜྠ会社

12：30～13：30
ランチョンセミナー4

✚Ỉメ䝕ィ䜹ル株式会社

12：30～13：30
ランチョンセミナー5

シスメックス株式会社

12:00

12:30

13:30

13：40～14：20
一般演題
免疫血清

10:00 ～
16:00
受付

10:00 ～
20:30

クローク

10:00 ～
16:00

スライド
受付

15:00

17:00

17:30

13：40～14：40
教育講演

᪂規血小ᯈ活ᛶ化䝬ー䜹ー
soluble CLEC-2

஭上　ඞᯞ

13：40～14：40
一般演題
微生物

14:30

16:00

15：00～16：00
シンポジウム1

臨床化学研究班
臨床検査における検査値䜈のせồ

～あなたならどう考える～

15：00～16：30
シンポジウム2

血液検査研究班
細胞ᙧែ␗ᖖとは？！

～ポイントと考え᪉を理解䛩る～

15:30

18:00

14:00

15：00～16：00
シンポジウム3

微生物検査研究班
微生物検査業務におけるᶆ‽化のあ䜖み

～ᶆ‽ᡭᘬ᭩సᡂから微生物検査ナビ䜎で～

15：00～16：00
シンポジウム4

生理検査研究班
小ඣ⬻波の診᪉・考え᪉　～ุㄞのポイントと

⾜ື␗ᖖとの関㐃䜒ྵめて～

16:30 16：30～17：30
䛆一般公開䛇
文化講演

甲ᕞᘚお䜒しろ講座
～山᲍᪉ゝの㨩ຊと┴人Ẽ㉁～

஬⥴ᕝ ὠ平ኴ

20:00

19:00

21:30

10:00

21:00

Ꮫ఍᪥⛬⾲ 䠄䠍᪥┠䠅
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受付 クローク PCセンター メイン会場 第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場 展示会場 情報交換会会場 学会本部 控室1 控室2
2Fロビー 2Fロビー 2Fロビー 10F 4F 4F 6F 6F 12F 2Fロビー 8F 3F 3F 12F

慶翔の間 吉光の間 祥華の間 ザ・キャッスル ザ・サボイ ザ・ブレークス オーバーチュア 特別室 芙蓉の間 倖光の間

11：15～11：55
一般演題
免疫血清

開会式

13：40～14：30
一般演題

教育

13：40～14：30
一般演題
病理・細胞

13：40～15：10
若᲍部企画

『若ᡭ技師を㨩஢䛩るክの
企画を考えよう　～アン

ケートでㄞみ解く若⪅た䛱
のᛮい～』

15：00～16：30
シンポジウム5

輸血検査研究班
輸血療ἲの㉁を高めるために、

今　⚾た䛱ができること　～多⫋✀㐃ᦠ～

文
化
講
演
講
師
控
室

情報交換会

第䠍日目 10月11日（ᅵ） 2025年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第61回）

時間

学
会
本
部
・
事
務
局

控
室

10:30

11：15～12：15
日臨技企画䊠
会㛗ᇶㄪ講演

今が᪪・・臨床検査「ḟのステージ」䜈
ᶓᆅ　ᖖᗈ

11：15～12：15
一般演題

生理

11：15～11：55
一般演題

血液

11：15～12：05
一般演題

一般

11:30

機
器
・
試
薬
展
示

11:00

教
育
講
演
講
師
控
室

12：30～13：30
ランチョンセミナー1

ロシュ・ダイアグノスティック
ス株式会社

13:00

12：30～13：30
ランチョンセミナー2

䝧ック䝬ン・䝁ールター株式
会社

12：30～13：30
ランチョンセミナー3

アボットジャ䝟ンྜྠ会社㻛
アッ䞂ィྜྠ会社

12：30～13：30
ランチョンセミナー4

✚Ỉメ䝕ィ䜹ル株式会社

12：30～13：30
ランチョンセミナー5

シスメックス株式会社

12:00

12:30

13:30

13：40～14：20
一般演題
免疫血清

10:00 ～
16:00
受付

10:00 ～
20:30

クローク

10:00 ～
16:00

スライド
受付

15:00

17:00

17:30

13：40～14：40
教育講演

᪂規血小ᯈ活ᛶ化䝬ー䜹ー
soluble CLEC-2

஭上　ඞᯞ

13：40～14：40
一般演題
微生物

14:30

16:00

15：00～16：00
シンポジウム1

臨床化学研究班
臨床検査における検査値䜈のせồ

～あなたならどう考える～

15：00～16：30
シンポジウム2

血液検査研究班
細胞ᙧែ␗ᖖとは？！

～ポイントと考え᪉を理解䛩る～

15:30

18:00

14:00

15：00～16：00
シンポジウム3

微生物検査研究班
微生物検査業務におけるᶆ‽化のあ䜖み

～ᶆ‽ᡭᘬ᭩సᡂから微生物検査ナビ䜎で～

15：00～16：00
シンポジウム4

生理検査研究班
小ඣ⬻波の診᪉・考え᪉　～ุㄞのポイントと

⾜ື␗ᖖとの関㐃䜒ྵめて～

16:30 16：30～17：30
䛆一般公開䛇
文化講演

甲ᕞᘚお䜒しろ講座
～山᲍᪉ゝの㨩ຊと┴人Ẽ㉁～

஬⥴ᕝ ὠ平ኴ

20:00

19:00

21:30

10:00

21:00
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受付 クローク PCセンター メイン会場 第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場 展示会場 情報交換会会場 学会本部 控室1 控室2
2Fロビー 2Fロビー 2Fロビー 10F 4F 4F 6F 6F 12F 2Fロビー 8F 3F 3F 12F

慶翔の間 吉光の間 祥華の間 ザ・キャッスル ザ・サボイ ザ・ブレークス 駐車場 オーバーチュア 特別室 芙蓉の間 倖光の間

10：20～11：40
一般演題

情報システム・運営管理・
その他

9：00～10：30
一般演題

輸血

高校生企画
高校生進路支援ガイダンス

10：50～11：30
一般演題

チーム医療

10：10～11：10
市民公開講座

遺伝資源の究極保存と人類の宇宙進出
～人類は過酷な宇宙で繫栄できるだろう

か？～
若山照彦

12：00～13：00
ランチョンセミナー9

PHC株式会社

10：40～11：40
一般演題
臨床化学

9：00～10：10
一般演題
微生物9:30

第2日目 10月12日（日） 2025年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第61回）

時間

8:30

機
器
・
試
薬
展
示

学
会
本
部
・
事
務
局

控
室

12:30

11:30

10:30

9:00

特
別
講
演
講
師
控
室

市
民
公
開
講
演
講
師
控
室

9：00～9：30
一般演題　遺伝子・染色体

11:00

10：20～11：50
学生フォーラム

『あなたはどんな臨床検査
技師になりたい！？

～ボードゲームでこれから
のキャリアについて考えよ

う！～』

12：00～13：00
ランチョンセミナー10

シーメンスヘルスケア・ダイ
アグノスティクス株式会社

9：40～10：40
一般演題

血液

12：00～13：00
ランチョンセミナー7

アジレント・テクノロジー 株
式会社

12：00～13：00
ランチョンセミナー8

H.U.フロンティア株式会社

10:00

9：00～10：00
日臨技企画Ⅱ

「医学検査」の今後と論文の
執筆について

小松京子

9：00～11：30
一般演題

生理

14:30

13:30

14:00

13：10～14：10
シンポジウム10

遺伝子研究班

微生物検査に役立つ遺伝子解析

13：10～14：40
シンポジウム6

免疫血清検査研究班
肝疾患を取り巻く現状と拾い上げ

～検査室から発信できる
付加価値の創造～

13：10～14：40
シンポジウム7

一般検査研究班
検査業務の多様化と最適化に向けた

実践的アプローチ
～教育・組織規模・AI活用の視点から～

13：10～14：40
シンポジウム8

病理細胞診検査研究班
がんゲノム検査における
病理検査技師の関わり

13：10～14：40
シンポジウム9

超音波検査研究班
膵癌早期発見のためのテクニック 高校生企画

8:30 ～
14:00
受付

8:30 ～
16:00

クローク

8:30 ～
14:00

スライド
受付

閉会式

15:30

16:00

14：40～15：40
特別講演

美宇は、みう　自分は、じぶんらしく
～学校教師10年、卓球指導22年、子育

て25年からの学び～
平野真理子

15:00

13:00

12：00～13：00
ランチョンセミナー6
アークレイ株式会社

12:00

Ꮫ఍᪥⛬⾲ 䠄２᪥┠䠅
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受付 クローク PCセンター メイン会場 第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場 展示会場 情報交換会会場 学会本部 控室1 控室2
2Fロビー 2Fロビー 2Fロビー 10F 4F 4F 6F 6F 12F 2Fロビー 8F 3F 3F 12F

慶翔の間 吉光の間 祥華の間 ザ・キャッスル ザ・サボイ ザ・ブレークス 駐車場 オーバーチュア 特別室 芙蓉の間 倖光の間

10：20～11：40
一般演題

情報システム・運営管理・
その他

9：00～10：30
一般演題

輸血

高校生企画
高校生進路支援ガイダンス

10：50～11：30
一般演題

チーム医療

10：10～11：10
市民公開講座

遺伝資源の究極保存と人類の宇宙進出
～人類は過酷な宇宙で繫栄できるだろう

か？～
若山照彦

12：00～13：00
ランチョンセミナー9

PHC株式会社

10：40～11：40
一般演題
臨床化学

9：00～10：10
一般演題
微生物9:30

第2日目 10月12日（日） 2025年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第61回）

時間

8:30

機
器
・
試
薬
展
示

学
会
本
部
・
事
務
局

控
室

12:30

11:30

10:30

9:00

特
別
講
演
講
師
控
室

市
民
公
開
講
演
講
師
控
室

9：00～9：30
一般演題　遺伝子・染色体

11:00

10：20～11：50
学生フォーラム

『あなたはどんな臨床検査
技師になりたい！？

～ボードゲームでこれから
のキャリアについて考えよ

う！～』

12：00～13：00
ランチョンセミナー10

シーメンスヘルスケア・ダイ
アグノスティクス株式会社

9：40～10：40
一般演題

血液

12：00～13：00
ランチョンセミナー7

アジレント・テクノロジー 株
式会社

12：00～13：00
ランチョンセミナー8

H.U.フロンティア株式会社

10:00

9：00～10：00
日臨技企画Ⅱ

「医学検査」の今後と論文の
執筆について

小松京子

9：00～11：30
一般演題

生理

14:30

13:30

14:00

13：10～14：10
シンポジウム10

遺伝子研究班

微生物検査に役立つ遺伝子解析

13：10～14：40
シンポジウム6

免疫血清検査研究班
肝疾患を取り巻く現状と拾い上げ

～検査室から発信できる
付加価値の創造～

13：10～14：40
シンポジウム7

一般検査研究班
検査業務の多様化と最適化に向けた

実践的アプローチ
～教育・組織規模・AI活用の視点から～

13：10～14：40
シンポジウム8

病理細胞診検査研究班
がんゲノム検査における
病理検査技師の関わり

13：10～14：40
シンポジウム9

超音波検査研究班
膵癌早期発見のためのテクニック 高校生企画

8:30 ～
14:00
受付

8:30 ～
16:00

クローク

8:30 ～
14:00

スライド
受付

閉会式

15:30

16:00

14：40～15：40
特別講演

美宇は、みう　自分は、じぶんらしく
～学校教師10年、卓球指導22年、子育

て25年からの学び～
平野真理子

15:00

13:00

12：00～13：00
ランチョンセミナー6
アークレイ株式会社

12:00
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Ꮫ会ཧຍさ䜜䜛᪉䜈

Ꮫ会ཧຍ㈝

日⮫ᢏ会ဨ
㠀会ဨ

䠄⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ䠅

㠀会ဨ

䠄௚⫋✀䠅
㈶ຓ会ဨ

Ꮫ会ཧຍ㈝ 5㻘㻜㻜㻜 ෇ 㻝5㻘㻜㻜㻜 ෇ 㻝5㻘㻜㻜㻜 ෇  5㻘㻜㻜㻜 ෇

᝟ሗ஺᥮会 㻢㻘㻜㻜㻜 ෇  

 㠀会ဨ䠄⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ䠅䞉䞉䞉⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌでありなが䜙日⮫ᢏの㠀会ဨ 

 㠀会ဨ䠄௚⫋✀䠅䞉䞉䞉་ᖌ、┳ㆤᖌ、䛭の௚䝯䝕䜱䜹ル䝇䝍ッ䝣 

 Ꮫ⏕䞉䞉䞉↓ᩱ䠄Ꮫ会事ົᒁ䜈Ꮫᰯ༢఩で事前⏦㎸となります。䠅 

Ꮫ⏕䛿ランチョンセミナーの事前⏦㎸䛿できませ䜣が、当日のランチョンセミナーチケット 

のྲྀᚓ、✵き席䜈のご᱌ෆ䛿可能です。 

 ᝟ሗ஺᥮会について 

㻝㻜㻛㻝㻝䠄ᅵ䠅、⥲合受付に⏦㎸❆口をタ⨨いたします。㠀会ဨ䞉㈶ຓ会ဨのཧຍ⏦㎸䜏䛿、 

❆口にてお㢪いいたします。会ဨについて䜒当日ཧຍ⏦㎸䜏䛿可能です。 

䠄会ဨの事前⏦㎸䜏の≧ἣに䜘り、ᐃဨとなりḟ➨受付を終了す䜛場合がございます。 

あ䜙䛛䛨めご了ᢎください。䠅 

受付

事前ཧຍⓏ㘓会ဨの᪉ 

会ဨドと㒑㏦いたしましたཧຍドをごᣢཧいただき䛂事前ཧຍ受付䛃䜈お㉺しください。 

⏕ᾭᏛ⩦ᩍ⫱◊ಟᒚಟⅬᩘ⏦ㄳฎ⌮をいたします。 

当日ཧຍⓏ㘓会ဨの᪉ 

会ဨドをごᣢཧし、䛂当日ཧຍ受付䛃䜈お㉺しください。 

ཧຍ㈝をおᨭᡶい後、⏕ᾭᏛ⩦ᩍ⫱◊ಟᒚಟⅬᩘ⏦ㄳฎ⌮をいたします。 

ཧຍドをお受けྲྀりいただき、グྡྎにてごグ入をお㢪いいたします。 

㐠Ⴀ䛾䛚▱䜙䛫
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Ꮫ会ཧຍさ䜜䜛᪉䜈

Ꮫ会ཧຍ㈝

日⮫ᢏ会ဨ
㠀会ဨ

䠄⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ䠅

㠀会ဨ

䠄௚⫋✀䠅
㈶ຓ会ဨ

Ꮫ会ཧຍ㈝ 5㻘㻜㻜㻜 ෇ 㻝5㻘㻜㻜㻜 ෇ 㻝5㻘㻜㻜㻜 ෇  5㻘㻜㻜㻜 ෇

᝟ሗ஺᥮会 㻢㻘㻜㻜㻜 ෇  

 㠀会ဨ䠄⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ䠅䞉䞉䞉⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌでありなが䜙日⮫ᢏの㠀会ဨ 

 㠀会ဨ䠄௚⫋✀䠅䞉䞉䞉་ᖌ、┳ㆤᖌ、䛭の௚䝯䝕䜱䜹ル䝇䝍ッ䝣 

 Ꮫ⏕䞉䞉䞉↓ᩱ䠄Ꮫ会事ົᒁ䜈Ꮫᰯ༢఩で事前⏦㎸となります。䠅 

Ꮫ⏕䛿ランチョンセミナーの事前⏦㎸䛿できませ䜣が、当日のランチョンセミナーチケット 

のྲྀᚓ、✵き席䜈のご᱌ෆ䛿可能です。 

 ᝟ሗ஺᥮会について 

㻝㻜㻛㻝㻝䠄ᅵ䠅、⥲合受付に⏦㎸❆口をタ⨨いたします。㠀会ဨ䞉㈶ຓ会ဨのཧຍ⏦㎸䜏䛿、 

❆口にてお㢪いいたします。会ဨについて䜒当日ཧຍ⏦㎸䜏䛿可能です。 

䠄会ဨの事前⏦㎸䜏の≧ἣに䜘り、ᐃဨとなりḟ➨受付を終了す䜛場合がございます。 

あ䜙䛛䛨めご了ᢎください。䠅 

受付

事前ཧຍⓏ㘓会ဨの᪉ 

会ဨドと㒑㏦いたしましたཧຍドをごᣢཧいただき䛂事前ཧຍ受付䛃䜈お㉺しください。 

⏕ᾭᏛ⩦ᩍ⫱◊ಟᒚಟⅬᩘ⏦ㄳฎ⌮をいたします。 

当日ཧຍⓏ㘓会ဨの᪉ 

会ဨドをごᣢཧし、䛂当日ཧຍ受付䛃䜈お㉺しください。 

ཧຍ㈝をおᨭᡶい後、⏕ᾭᏛ⩦ᩍ⫱◊ಟᒚಟⅬᩘ⏦ㄳฎ⌮をいたします。 

ཧຍドをお受けྲྀりいただき、グྡྎにてごグ入をお㢪いいたします。 

㠀会ဨ䞉㈶ຓ会ဨ 

䛂㠀会ဨ䞉㈶ຓ会ဨ受付䛃䜈お㉺しください。

ཧຍ㈝をおᨭᡶい後、ཧຍドをお受けྲྀりいただき、グྡྎにてごグ入をお㢪い 

いたします。 

Ꮫ⏕の᪉

Ꮫ⏕ドをᣢཧし䛂Ꮫ⏕受付䛃䜈お㉺しください。 

ཧຍドをお受けྲྀりいただき、グྡྎにてごグ入をお㢪いいたします。 

受付場所䞉受付᫬㛫 

受付場所 䠖 䜰䝢䜸⏥ᗓ 䝍䝽ー㤋 䠎㝵 

受付᫬㛫 䠖 㻝㻜 ᭶ 㻝㻝 日䠄ᅵ䠅 㻝㻜䠖㻜㻜䡚㻝㻢㻦㻜㻜 

㻝㻜 ᭶ 㻝㻞 日䠄日䠅  㻤䠖㻟㻜䡚㻝㻠㻦㻜㻜 

注意事㡯 

㻝㻚 ⏕ᾭᩍ⫱Ⅼᩘ付୚を⾜いますので、会ဨド䛿ᚲ䛪ᣢཧしᥦ♧してください。 

㻞㻚 受付開始᫬䛿ΰ㞧がண᝿さ䜜ますのでవ⿱を䜒ってご᮶場ください。 

㻟㻚 会場ෆ䛿、䛂Ꮫ会ཧຍド䛃を䝛ー䝮䝩ル䝎ーに入䜜、ᖖに᫂♧でき䜛≧ែにして 

おいてください。 

㻠㻚 Ꮫ⏕の᪉について䛿、䛂Ꮫ⏕ド䛃がᥦ♧でき䜛䜘䛖、当日おᣢ䛱ください。 

5㻚 ᮏᏛ会で䛿、㐠Ⴀグ㘓お䜘びᗈሗάືの┠ⓗのため、会場ෆにて䜹䝯ラ᧜ᙳを⾜い

ます。᧜ᙳした෗┿䛿、Ꮫ会ሗ࿌➼に౑用さ䜜䜛場合がございます。あ䜙䛛䛨めご了

ᢎください。 
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Ⓨ⾲⪅、ᗙ㛗お䜘びྖ会⪅の᪉䜈

୍⯡演㢟䞉≉ู講演䞉ᩍ⫱講演䞉䝅ン䝫䝆䜴䝮Ⓨ⾲⪅の᪉䜈

୍⯡演㢟䛿口演ᙧᘧで⾜います。ᚲ䛪、受付でཧຍⓏ㘓を῭ませて䛛䜙、㻼㻯 セン䝍ーに 

お㉺しください 

㻝㻚 Ⓨ⾲䝕ー䝍のసᡂ䞉ᣢ䛱㎸䜏について 

 䝇䜽䝸ーン䛿䠍㠃で䠈㻼㻯䠄䝟䝋䝁ン䠅に䜘䜛Ⓨ⾲の䜏となります。 

 䝇ラ䜲䝗䝥䝻䝆䜵䜽䝍䜔 㻻㻴㻼、㼂㼀㻾㻛㻰㼂㻰 䝕ッキ➼の‽ഛ䛿いたしておりませ䜣。 

 Ⓨ⾲䝕ー䝍のసᡂについて䛿ୗグのⅬにご注意ください。 

䐟 Ⓨ⾲可能な䝕ー䝍ᙧᘧ䛿、ḟの㏻りとさせていただきます。 

㻻㻿䈈㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻝㻜 また䛿 㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻝㻝 

䐠 㻹㼍㼏 でసᡂの䝕ー䝍䛿、㻼㻯 ᮏయをおᣢ䛱ください。 

䐡 䜰䝥䝸ケー䝅ョン 

㻹㼕㼏㼞㼛㼟㼛㼒㼠 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛㼕㼚㼠 㻞㻜㻝㻥㻛㻞㻜㻞㻝㻛㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛㼕㼚㼠 㼒㼛㼞 㻹㼕㼏㼞㼛㼟㼛㼒㼠㻟㻢5 

䐢 ື⏬䝣䜯䜲ル䈈㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻹㼑㼐㼕㼍㻼㼘㼍㼥㼑㼞 で෌⏕可能な䝕ー䝍 

※≉Ṧなື⏬䝁ー䝕䜱ッ䜽をご利用にな䜙ないᵝにご注意ください。 

䐣 䝇ラ䜲䝗ẚ⋡䛿䛂㻝㻢䠖㻥䛃を᥎ዡいたします。 

䐤 ⏬㠃䝺䜲䜰䜴トの䝞ラン䝇␗ᖖ䜔ᩥᏐ໬けを㜵䛠ために、㻻㻿 ᶆ‽䝣䜷ントをご

౑用ください。 

※㻹㻿 ᫂ᮅ䠋㻹㻿 䝂䝅ッ䜽䠋㻹㻿 㻼 ᫂ᮅ䠋㻹㻿 㻼 䝂䝅ッ䜽䠋㼀㼕㼙㼑㼟㻺㼑㼣㻾㼛㼙㼍㼚䠋 

㻯㼑㼚㼠㼡㼞㼥 な䛹 

 ᮏᏛ会でおᣢ䛱㎸䜏可能な䝯䝕䜱䜰䛿、㼁㻿㻮 䝣ラッ䝅䝳䝯䝰䝸ーの䜏です。 

 䝥䝺䝊ン䝔ー䝅ョンに௚の䝕ー䝍䠄㟼Ṇ⏬䞉ື⏬䞉䜾ラ䝣➼䠅を䝸ン䜽さ䜜てい䜛場合䛿、ᚲ

䛪ඖの䝕ー䝍をྠ䛨䝣䜷ル䝎にಖᏑしておᣢ䛱ください。 

 䝣䜯䜲ルྡ䛿、䛂䠄セッ䝅ョンྡ䠅㼋㻔演㢟␒ྕ㻕㼋䠄講演⪅ྡ䠅䠄౛䠖⾑ᾮ 㻝㼋㻠㻝㼋ᒣ᲍ኴ㑻䠅䛃として

ください。 

 会場の 㻼㻯 䜈の䜴䜲ル䝇ឤᰁを㜵䛠ために、ᚲ䛪䜴䜲ル䝇ᐃ⩏䝕ー䝍を᭱᪂の䜒のに᭦

᪂した≧ែのセキ䝳䝸䝔䜱ー䝋䝣トで、事前にಖᏑ䝯䝕䜱䜰の䜴䜲ル䝇チ䜵ッ䜽を⾜ってくだ

さい。 

 㻼㻯 セン䝍ーで䛿、セキ䝳䝸䝔䜱ー䝋䝣トを᭦᪂し、୓඲をᮇしておりますが、䜴䜲ル䝇にᐃ

⩏さ䜜ていないᮍ▱の䜴䜲ル䝇にឤᰁす䜛場合がございますので、ご了ᢎください。 

16



Ⓨ⾲⪅、ᗙ㛗お䜘びྖ会⪅の᪉䜈

୍⯡演㢟䞉≉ู講演䞉ᩍ⫱講演䞉䝅ン䝫䝆䜴䝮Ⓨ⾲⪅の᪉䜈

୍⯡演㢟䛿口演ᙧᘧで⾜います。ᚲ䛪、受付でཧຍⓏ㘓を῭ませて䛛䜙、㻼㻯 セン䝍ーに 

お㉺しください 

㻝㻚 Ⓨ⾲䝕ー䝍のసᡂ䞉ᣢ䛱㎸䜏について 
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㻻㻿䈈㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻝㻜 また䛿 㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻝㻝 

䐠 㻹㼍㼏 でసᡂの䝕ー䝍䛿、㻼㻯 ᮏయをおᣢ䛱ください。 

䐡 䜰䝥䝸ケー䝅ョン 

㻹㼕㼏㼞㼛㼟㼛㼒㼠 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛㼕㼚㼠 㻞㻜㻝㻥㻛㻞㻜㻞㻝㻛㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛㼕㼚㼠 㼒㼛㼞 㻹㼕㼏㼞㼛㼟㼛㼒㼠㻟㻢5 

䐢 ື⏬䝣䜯䜲ル䈈㼃㼕㼚㼐㼛㼣㼟㻹㼑㼐㼕㼍㻼㼘㼍㼥㼑㼞 で෌⏕可能な䝕ー䝍 

※≉Ṧなື⏬䝁ー䝕䜱ッ䜽をご利用にな䜙ないᵝにご注意ください。 

䐣 䝇ラ䜲䝗ẚ⋡䛿䛂㻝㻢䠖㻥䛃を᥎ዡいたします。 

䐤 ⏬㠃䝺䜲䜰䜴トの䝞ラン䝇␗ᖖ䜔ᩥᏐ໬けを㜵䛠ために、㻻㻿 ᶆ‽䝣䜷ントをご

౑用ください。 

※㻹㻿 ᫂ᮅ䠋㻹㻿 䝂䝅ッ䜽䠋㻹㻿 㻼 ᫂ᮅ䠋㻹㻿 㻼 䝂䝅ッ䜽䠋㼀㼕㼙㼑㼟㻺㼑㼣㻾㼛㼙㼍㼚䠋 

㻯㼑㼚㼠㼡㼞㼥 な䛹 

 ᮏᏛ会でおᣢ䛱㎸䜏可能な䝯䝕䜱䜰䛿、㼁㻿㻮 䝣ラッ䝅䝳䝯䝰䝸ーの䜏です。 

 䝥䝺䝊ン䝔ー䝅ョンに௚の䝕ー䝍䠄㟼Ṇ⏬䞉ື⏬䞉䜾ラ䝣➼䠅を䝸ン䜽さ䜜てい䜛場合䛿、ᚲ

䛪ඖの䝕ー䝍をྠ䛨䝣䜷ル䝎にಖᏑしておᣢ䛱ください。 

 䝣䜯䜲ルྡ䛿、䛂䠄セッ䝅ョンྡ䠅㼋㻔演㢟␒ྕ㻕㼋䠄講演⪅ྡ䠅䠄౛䠖⾑ᾮ 㻝㼋㻠㻝㼋ᒣ᲍ኴ㑻䠅䛃として

ください。 

 会場の 㻼㻯 䜈の䜴䜲ル䝇ឤᰁを㜵䛠ために、ᚲ䛪䜴䜲ル䝇ᐃ⩏䝕ー䝍を᭱᪂の䜒のに᭦

᪂した≧ែのセキ䝳䝸䝔䜱ー䝋䝣トで、事前にಖᏑ䝯䝕䜱䜰の䜴䜲ル䝇チ䜵ッ䜽を⾜ってくだ

さい。 

 㻼㻯 セン䝍ーで䛿、セキ䝳䝸䝔䜱ー䝋䝣トを᭦᪂し、୓඲をᮇしておりますが、䜴䜲ル䝇にᐃ

⩏さ䜜ていないᮍ▱の䜴䜲ル䝇にឤᰁす䜛場合がございますので、ご了ᢎください。 

 お㡸䛛りした䝕ー䝍䛿、講演会場ෆの 㻺㻭㻿 お䜘び 㻼㻯 ෆに୍᪦ಖᏑし、ᮏ会終了後㈐

௵を䜒ってᾘཤいたします。 

 㻼㻯 ᣢ䛱㎸䜏に㛵して、≉ูな⌮⏤があ䜛௨እ䠄ື⏬෌⏕に୙Ᏻのあ䜛᪉➼䠅䛿、㻼㻯 ᣢ

䛱㎸䜏でのⓎ⾲䛿チ可できませ䜣のであ䜙䛛䛨めご了ᢎください。 

 䜔䜐をᚓ䛪 㻼㻯 をᣢ䛱㎸䜐㝿䛿、ୗグのⅬにご注意ください。 

䐟 㻹㼍㼏 でసᡂの䝕ー䝍䛿、㻹㼍㼏 ᮏయをおᣢ䛱ください。 

䐠 ᾮᬗ䝥䝻䝆䜵䜽䝍ーとの᥋⥆に䛿、㻴㻰㻹㻵 䝁䝛䜽䝍ーがᚲせとなります。 

䐡 㻼㻯 ᮏయのእ㒊䝰䝙䝍ฟຊ➃Ꮚのᙧ≧をᚲ䛪☜ㄆし、ᚲせな場合䛿ᑓ用の᥋

⥆䜰䝎䝥䝍䜔ኚ᥮ケー䝤ル➼をおᣢ䛱ください。 

䐢 䝇䜽䝸ーンセー䝞ーな䜙びに┬㟁ຊタᐃ䛿、ணめゎ㝖しておいてください。 

䐣 㟁※䜰䝎䝥䝍䛿、ᚲ䛪各⮬でおᣢ䛱ください。 

䐤 ୓୍の場合にഛ䛘、ᚲ䛪䝞ッ䜽䜰ッ䝥用の䝕ー䝍䠄㼁㻿㻮 䝣ラッ䝅䝳䝯䝰䝸ーにಖ

Ꮡした䜒の䠅をおᣢ䛱ください。 

 利┈┦཯䠄㻯㻻㻵䠅について 

演㢟Ⓨ⾲にあたり、ෆᐜが利┈┦཯にヱ当す䜛場合、䝇ラ䜲䝗ෆにᚲ䛪᫂グを 

お㢪いいたします。また、利┈┦཯にヱ当しない場合䛿䛭の᪨を᫂グくださいま 

す䜘䛖、お㢪いいたします。 

㻞㻚 Ⓨ⾲䝕ー䝍の受付について 

 Ⓨ⾲開始の 㻢㻜 分前䠄ᮅ୍␒のセッ䝅ョン䛿 㻟㻜 分前䠅までに䠬䠟セン䝍ーにて、䝕ー䝍

の受付䞉ヨ෗をお῭ませください。 

㻝㻜 ᭶ 㻝㻝 日䠄ᅵ䠅㻝㻜㻦㻜㻜䡚㻝㻢㻦㻜㻜 

㻝㻜 ᭶ 㻝㻞 日䠄日䠅㻤㻦㻟㻜䡚㻝㻠㻦㻜㻜 

 ヨ෗において、ᣢཧした䝕ー䝍お䜘び䝞ッ䜽䜰ッ䝥䝕ー䝍䜒ືసせ䛪ಟ᚟できな䛛った場

合䛿、䝇ラ䜲䝗なしでⓎ⾲いただきます。Ⓨ⾲⪅の㈐௵において௙ᵝに合⮴した䝕ー䝍の

సᡂをお㢪いいたします。 

㻟㻚 Ⓨ⾲について 

 Ⓨ⾲䛿、ご⮬㌟で演ྎୖの䝬䜴䝇また䛿キー䝪ー䝗を᧯సして⾜ってください。 

 演ྎに䛿䝺ー䝄ー䝫䜲ン䝍ーをご用意しております。 

 Ⓨ⾲᫬㛫䛿、㻝 演㢟につきⓎ⾲ 㻢 分、㉁␲ 㻟 分、ィ 㻥 分௨ෆです。Ⓨ⾲᫬㛫終了 㻝 分

前に䝧ル䠍ᅇ、Ⓨ⾲᫬㛫終了᫬に䝧ル 㻞 ᅇでお▱䜙せします。また、㻥 分⤒過した᫬Ⅼ

で、䝧ル 㻝 ᅇでお▱䜙せします。᫬㛫ཝᏲでお㢪いいたします。 
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※௻⏬演㢟のⓎ⾲᫬㛫䛿、ᗙ㛗のᣦ♧にᚑってୗさい。 

බ開講演䞉≉ู講演䞉ランチョンセミナー講ᖌの᪉䜈

 ⥲合受付までお㉺しください。බ開講演䞉≉ู講演䞉ランチョンセミナー䛿す䜉て口演Ⓨ

⾲で⾜います。 

 Ⓨ⾲䝕ー䝍䛿䠬䠟セン䝍ーにてお㡸䛛りします。 

 㼁㻿㻮 䝣ラッ䝅䝳䝯䝰䝸ーでの䝕ー䝍ᣢ䛱㎸䜏ཬび䠬䠟のᣢ䛱㎸䜏が可能です。㻹㼍㼏 をご౑

用の場合、㻴㻰㻹㻵 ᫎീฟຊが⾜䛘䜛ኚ᥮䜰䝎䝥䝍をᚲ䛪ごᣢཧください。 

ᗙ㛗䞉ྖ会⪅の᪉䜈

 受付でཧຍⓏ㘓後、䛂ᗙ㛗䞉ྖ会⪅受付䛃におኌを䛛けてください。Ⓨ⾲会場の前᪉にḟ

ᗙ㛗䞉ྖ会⪅席をタけます。前ᗙ㛗䞉ྖ会⪅Ⓩቭ᫬に╔席してください。 

 ୍⯡演㢟のⓎ⾲᫬㛫䛿䛂ᗙ㛗に䜘䜛演㢟⤂௓が開始さ䜜た᫬䛃䛛䜙䜹䜴ントします。ᗙ 

㛗䛿、Ⓨ⾲がᘏ㛗した場合に䛿㏵୰で䜒䛂䛭䜝䛭䜝まとめてください䛃とኌを䛛けてくださ

い。 

 ᢸ当す䜛演㢟のⓎ⾲᫬㛫をཝᏲし෇⁥な㐍⾜にご༠ຊください。 

㏣ຍⓎ⾲、㉁␲ᛂ⟅について

 ᮏᏛ会で䛿୍⯡演㢟の㏣ຍⓎ⾲䛿ㄆめておりませ䜣。 

 ㉁␲ᛂ⟅に㛵して䛿ᗙ㛗のᣦ♧にᚑい、所ᒓ䞉Ặྡを㏙䜉て䛛䜙Ⓨゝしてください。ま 

た、㉁␲᫬㛫を᭷ຠに利用す䜛ために、㉁␲ෆᐜ䛿せⅬをまとめて⡆₩に㏙䜉てくださ

い。 

 䝬䜲䜽タ⨨場所䜈の㏿䜔䛛な⛣ືにご༠ຊください。 
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※௻⏬演㢟のⓎ⾲᫬㛫䛿、ᗙ㛗のᣦ♧にᚑってୗさい。 

බ開講演䞉≉ู講演䞉ランチョンセミナー講ᖌの᪉䜈

 ⥲合受付までお㉺しください。බ開講演䞉≉ู講演䞉ランチョンセミナー䛿す䜉て口演Ⓨ

⾲で⾜います。 

 Ⓨ⾲䝕ー䝍䛿䠬䠟セン䝍ーにてお㡸䛛りします。 

 㼁㻿㻮 䝣ラッ䝅䝳䝯䝰䝸ーでの䝕ー䝍ᣢ䛱㎸䜏ཬび䠬䠟のᣢ䛱㎸䜏が可能です。㻹㼍㼏 をご౑

用の場合、㻴㻰㻹㻵 ᫎീฟຊが⾜䛘䜛ኚ᥮䜰䝎䝥䝍をᚲ䛪ごᣢཧください。 

ᗙ㛗䞉ྖ会⪅の᪉䜈

 受付でཧຍⓏ㘓後、䛂ᗙ㛗䞉ྖ会⪅受付䛃におኌを䛛けてください。Ⓨ⾲会場の前᪉にḟ

ᗙ㛗䞉ྖ会⪅席をタけます。前ᗙ㛗䞉ྖ会⪅Ⓩቭ᫬に╔席してください。 

 ୍⯡演㢟のⓎ⾲᫬㛫䛿䛂ᗙ㛗に䜘䜛演㢟⤂௓が開始さ䜜た᫬䛃䛛䜙䜹䜴ントします。ᗙ 

㛗䛿、Ⓨ⾲がᘏ㛗した場合に䛿㏵୰で䜒䛂䛭䜝䛭䜝まとめてください䛃とኌを䛛けてくださ

い。 

 ᢸ当す䜛演㢟のⓎ⾲᫬㛫をཝᏲし෇⁥な㐍⾜にご༠ຊください。 

㏣ຍⓎ⾲、㉁␲ᛂ⟅について

 ᮏᏛ会で䛿୍⯡演㢟の㏣ຍⓎ⾲䛿ㄆめておりませ䜣。 

 ㉁␲ᛂ⟅に㛵して䛿ᗙ㛗のᣦ♧にᚑい、所ᒓ䞉Ặྡを㏙䜉て䛛䜙Ⓨゝしてください。ま 

た、㉁␲᫬㛫を᭷ຠに利用す䜛ために、㉁␲ෆᐜ䛿せⅬをまとめて⡆₩に㏙䜉てくださ

い。 

 䝬䜲䜽タ⨨場所䜈の㏿䜔䛛な⛣ືにご༠ຊください。 

Ꮫ会᱌ෆ

䜽䝻ー䜽

䜰䝢䜸⏥ᗓ 䝍䝽ー㤋 䠎㝵 にタ⨨します。㈗㔜ရのお㡸䛛り䛿お᩿りします。 

お㡸䛛り䛿当日㝈りとしますので、当日の㛢㙐᫬㛫までにᚲ䛪おᘬきྲྀりୗさい。 

㻝㻜 ᭶ 㻝㻝 日䠄ᅵ䠅 㻝㻜㻦㻜㻜 䡚 㻞㻜䠖㻟㻜 

㻝㻜 ᭶ 㻝㻞 日䠄日䠅 㻤䠖㻟㻜 䡚 㻝㻢䠖㻜㻜 

㥔㌴場

䜰䝢䜸⏥ᗓの㥔㌴場をご利用ください。䠄↓ᩱ䠅 

Ꮫ会ᑓ用䝞䝇の㐠⾜

会場䋽⏥ᗓ㥐 㛫の↓ᩱ㏦㏄䝞䝇を㐠⾜いたします。 

Ꮫ会䝩ー䝮䝨ー䝆䛂஺㏻䜰䜽セ䝇䛃の䛂↓ᩱ㏦㏄䝞䝇᱌ෆ䛃をཧ↷してください。  

ᦠᖏ㟁ヰな䛹

会場ෆに入場す䜛㝿に䛿、ᚲ䛪䝬ナー䝰ー䝗にタᐃしていただきます䜘䛖お㢪いいたしま

す。Ꮫ会の㐍⾜のጉ䛢䜔、䛭の௚のཧຍ⪅の㏞ᝨにな䜙ない䜘䛖にご注意ください。 

ḟᅇᏛ会䠬䠮䝁ーナー

ḟᅇᨭ㒊Ꮫ会䠄ᇸ⋢┴ᢸ当䠅のᗈሗ䝤ー䝇をᒎ♧会場ෆにタ⨨しますのでお❧䛱ᐤり 

ください。 

ランチョンセミナー

事前⏦し㎸䜏をさ䜜た᪉ 

ཧຍドと୍⥴にランチョンチケットが㒑㏦さ䜜ております。当日、会場にて䝇䝍ッ䝣に 

おΏしください。ᑦ、おᛀ䜜になった場合な䜙びに講演開始 5 分を過ぎた場合䛿↓ຠと 
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なり聴講いただけない場合がありますのでご注意ください。

当日受付について 

事前受付終了後に残席がございました場合、ランチョンチケット配布所にて当日チケットを 

配布いたします。 

また、講演開始 5 分を過ぎてキャンセル席があった場合、チケットなしで入場可能とさせて 

いただきますので各会場入り口でお並びください。 

※ 会場周囲に飲食店が少ないためランチョンセミナーをご利用ください。 
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なり聴講いただけない場合がありますのでご注意ください。

当日受付について 

事前受付終了後に残席がございました場合、ランチョンチケット配布所にて当日チケットを 

配布いたします。 

また、講演開始 5 分を過ぎてキャンセル席があった場合、チケットなしで入場可能とさせて 

いただきますので各会場入り口でお並びください。 

※ 会場周囲に飲食店が少ないためランチョンセミナーをご利用ください。 

18

開催地・学会長一覧

回 年度 担当技師会 会 場 学会長

第１回 1964年度 千 葉 県 東京大学伝染病研究所 木 村 長 雄

第２回 1965年度 埼 玉 県 東京大学伝染病研究所 山 本 郁 夫

第３回 1966年度 群 馬 県 前橋市水道会館 原 田 賢 治

第４回 1967年度 神奈川県 横浜市開港記念会館 佐 藤 定 吉

第５回 1968年度 茨 城 県 県民文化センター 牧 野 正 顕

第６回 1969年度 東 京 都 東大医科研・国立公衆衛生院 高 椋 卯 吉

第７回 1970年度 栃 木 県 宇都宮栃木会館 木 村 貞 夫

第８回 1971年度 長 野 県 松本市民会館 塩 原 芳 郎

第９回 1972年度 山 梨 県 山梨県民会館 小 沢 尚 夫

第10回 1973年度 千 葉 県 県教育会館・職員会館 吉 岡 稔

第11回 1974年度 埼 玉 県 浦和市民会館 星 野 歳 蔵

第12回 1975年度 群 馬 県 群馬県民会館 髙 橋 松 治

第13回 1976年度 茨 城 県 水戸市民会館 中 井 川 成 吉

第14回 1977年度 神奈川県 神奈川県立衛生短期大学 秋 山 昭 一

第15回 1978年度 東 京 都 笹川記念会館 佐 藤 和 身

第16回 1979年度 栃 木 県 小山市文化センター 青 山 巌

第17回 1980年度 山 梨 県 山梨大学工学部 有 泉 昇

第18回 1981年度 長 野 県 松本市民会館 林 滋

第19回 1982年度 千 葉 県 木更津市民会館 宇 野 沢 高 春

第20回 1983年度 埼 玉 県 蕨市民会館 須 永 孝 雄

第21回 1984年度 群 馬 県 群馬県民会館 沢   清 一

第22回 1985年度 神奈川県 小田原女子短期大学 三 宅 巌

第23回 1986年度 茨 城 県 県民文化センター 軍 司 光 夫

第24回 1987年度 東 京 都 サンシャインシティー 甲 斐 幸 作

第25回 1988年度 栃 木 県 グリーンパレス 川 嶋 勝士郎

第26回 1989年度 山 梨 県 シティプラザ紫玉苑 住 家 明

第27回 1990年度 長 野 県 長野県民文化会館 古 池 嘉 郎

第28回 1991年度 千 葉 県 幕張メッセ国際会議場 佐 野 清 司

第29回 1992年度 埼 玉 県 大宮ソニックシティ 中 馬 光 好

第30回 1993年度 群 馬 県 グリーンドーム前橋 原 文 子

第31回 1994年度 神奈川県 パシフィコ横浜 鈴 木 節 子

第32回 1995年度 茨 城 県 県民文化センター 佐 々 木   喬

第33回 1996年度 東 京 都 北とぴあ 横 澤 光 博

第34回 1997年度 栃 木 県 栃木総合文化センター 加 藤 忠 雄

第35回 1998年度 長 野 県 長野県松本文化会館 加 藤 亮 二

第36回 1999年度 山 梨 県 甲府市総合市民会館 金 丸 佳 郎

第37回 2000年度 千 葉 県 幕張メッセ国際会議場 川 島 徹

第38回 2001年度 埼 玉 県 埼玉県県民健康センター 原 繁 一

第39回 2002年度 群 馬 県 群馬県民会館 舘 野 誠

第40回 2003年度 神奈川県 パシフィコ横浜 古 木 量 一 郎

第41回 2004年度 茨 城 県 つくば国際会議場 鈴 木 悦

第42回 2005年度 東 京 都 タワーホール船堀 岩 井 行 一

第43回 2006年度 栃 木 県 鬼怒川ホテルニュー岡部 西 見 博 之

第44回 2007年度 長 野 県 軽井沢プリンスホテルウエスト 滝 澤 通

第45回 2008年度 山 梨 県 アピオ甲府 細 萱 茂 実

第46回 2009年度 千 葉 県 幕張メッセ国際会議場 森 重 彦

第47回 2010年度 埼 玉 県 大宮ソニックシティ 砂 川 進

第48回 2011年度 群 馬 県 前橋市民文化会館 深 澤 恵 治

第49回・
首都圏支部第1回 2012年度 神奈川県 ワークピア横浜・産業貿易センター 齊 藤 幸 弘

第50回 2013年度 茨 城 県 つくば国際会議場 直 井 芳 文

首都圏支部第2回 〃 東 京 都 KFCホール 下 田 勝 二

第51回 2014年度 栃 木 県 きぬがわホテル三日月 羽 角 安 夫

首都圏支部第3回 〃 千 葉 県 かずさアーク 梅 宮 敏 文

第52回 2015年度 長 野 県 JA長野長野県ビル 村 山 範 行

首都圏支部第4回 〃 神奈川県 パシフィコ横浜アネックスホール 横 山 一 紀

第53回 2016年度 山 梨 県 セレス甲府・アピオ 大 澤 智 彦

第54回 2017年度 埼 玉 県 ラフレさいたま 津 田 総 一 郎

第55回 2018年度 群 馬 県 ホテルメトロポリタン高崎・ヤマダ電機ABI1高崎 林 和 樹

第56回 2019年度 東 京 都 秋葉原UDX 原 田 典 明

第57回 2021年度 茨 城 県 Web開催 池 澤 剛

第58回 2022年度 栃 木 県 栃木総合文化センター 内 田 雄 二
第59回 2023年度 神奈川県 パシフィコ横浜アネックスホール 芹 澤 昭 彦
第60回 2024年度 長 野 県 軽井沢プリンスホテルウエスト 中 山 朋 秋
第61回 2025年度 山 梨 県 アピオ甲府タワー館 中 川 英 二
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୍⯡₇㢟ᗙ㛗୍ぴ

分野 担当演題 座長氏名 所属 都県

生理 1-3 金井　敬幸 ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合 太田記念病院 群馬

4-6 秋山　忍 東京医科大学病院 東京

7-9 後藤　さやか 市立甲府病院 山梨

10-12 間中　樹里 医療法人社団協友会 八潮中央総合病院 埼玉

13-15 山岸　孝好 松本協立病院 長野

16-18 佐藤　伴樹 那須赤十字病院 栃木

19-21 森田　遊 JA 神奈川県厚生連 相模原協同病院 神奈川

免疫血清 22-25 石嶺　南生 信州大学医学部附属病院 長野

26-29 高田　剛 桐生地域医療企業団 桐生厚生総合病院 群馬

一般 30-32 渡部　慎之介 筑波大学附属病院 茨城

33-34 脇田　満 順天堂大学医学部附属 順天堂医院 東京

血液 35-38 菊地　慶晃 国際医療福祉大学病院 診療技術部 検査室 栃木

39-41 長田　大輔 山梨大学医学部附属病院 山梨

42-44 金沢　陽介 つくば i-Laboratory 有限責任事業組合 茨城

微生物 45-47 馬場　美里 山梨大学医学部附属病院 山梨

48-50 新後閑　俊之 独立行政法人 地域医療機能推進機構 群馬中央病院 群馬

51-53 瀬川　俊介 千葉大学医学部附属病院 千葉

54-57 高野　陽太 長野県医療生活協同組合 長野中央病院 長野

病理・細胞 58-60 笠井　一希 山梨大学医学部附属病院 山梨

61-62 三鍋　慎也 防衛医科大学校病院 埼玉

遺伝子・染色体 63-65 野中　将太朗 帝京大学医学部附属病院 東京

輸血 66-68 渡邉　紀子 富士吉田市立病院 山梨

69-71 蓮沼　秀和 東邦大学医療センター佐倉病院 千葉

72-74 金　　錦麗 地方独立行政法人神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 神奈川

臨床化学 75-77 志田　智哉 株式会社 日立製作所日立総合病院 茨城

78-80 北川　裕太朗 埼玉医科大学病院 埼玉

教育 81-83 長田　誠 国際医療福祉大学 保健医療学部 医学検査学科 栃木

84-85 山口　良考 国際医療福祉大学 千葉

情報システム・

管理運営・その他

86-89 安部　さやか 川崎市立川崎病院 神奈川

90-93 中村　浩司 筑波メディカルセンター病院 茨城

チーム医療 94-97 保坂　和宏 地方独立行政法人山梨県立病院機構 山梨県立中央病院 山梨
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一
般
演
題

発表分野
茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

山
梨
県

長
野
県

日
臨
技

学
生

合
計

微生物 3 2 2 2 3 1 13

免疫血清 1 2 5 8

血液 1 1 1 4 2 1 10

臨床化学 1 1 2 2 6

病理 1 3 4

細胞 1 1

生理 2 1 2 2 3 10 1 21

一般 1 1 2 1 5

公衆衛生 0

輸血 2 2 4 1 9

情報システム 1 1

遺伝子、染色体 1 1 1 3

管理運営 1 3 2 6

教育 1 1 1 1 1 5

チーム医療 1 1 1 1 4

その他 1 1

合計 9 2 2 9 5 9 15 35 7 0 4 97

一
般
演
題

座
長

発表分野
茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

山
梨
県

長
野
県

日
臨
技

学
生

合
計

生理 1 1 1 1 1 1 1 7

血液 1 1 1 3

微生物 1 1 1 1 4

臨床化学 1 1 2

輸血 1 1 1 3

免疫血清 1 1 2

一般 1 1 2

病理・細胞 1 1 2

遺伝子・染色体 1 1

管理運営・情報・

その他
1 1 2

チーム医療 1 1

教育 1 1 2

合計 4 3 3 3 3 3 3 6 3 0 0 31
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ᗈ࿌ᥖ㍕௻ᴗ୍ぴ

アボットジャパン合同会社 シスメックス株式会社

オーソ・クリニカル・ 積水メディカル株式会社

ダイアグノスティックス株式会社 デンカ株式会社

キヤノンメディカルダイアグノスティックス株式会社 東ソー株式会社

ニットーボーメディカル株式会社 PHC 株式会社

株式会社シノテスト

䝛ー䝮䝩䝹䝎ーᗈ࿌ᥖ㍕௻ᴗ

株式会社じほう

䝞䝘ーᗈ࿌ᥖ㍕௻ᴗ୍ぴ

株式会社日立ハイテク 極東製薬工業株式会社

株式会社ＹＢＳ Ｔ＆Ｌ 富士フイルム和光純薬株式会社

ヨ⸆䞉ᶵჾᒎ♧୍ぴ

アークレイマーケティング株式会社 GE ヘルスケア・ジャパン株式会社

アジレント・テクノロジー株式会社 シスメックス株式会社

アズサイエンス株式会社 デンカ株式会社

アボットジャパン合同会社 東ソー株式会社

アルフレッサファーマ株式会社 日本光電工業株式会社

栄研化学株式会社 日本電子株式会社

株式会社エイアンドティー 日本ライフライン株式会社

株式会社キューメイ研究所 ビオメリュー・ジャパン株式会社

株式会社タウンズ 株式会社フィリップスジャパン

株式会社テクノメディカ フクダ電子長野販売株式会社

キヤノンメディカルシステムズ株式会社 富士フイルムメディカル株式会社

島津ダイアグノスティクス株式会社 富士フイルム和光純薬株式会社

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 ラジオメーター株式会社
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䝷䞁䝏䝵䞁䝉䝭䝘ー༠㈶௻ᴗ

アークレイマーケティング株式会社 シスメックス株式会社

アジレント・テクノロジー株式会社 積水メディカル株式会社

アボットジャパン合同会社 /アッヴィ合同会社  PHC 株式会社

H.U. フロンティア株式会社 ベックマン・コールター株式会社

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

2025年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会の開催にあたり、

上記の企業の多大なるご支援・ご協力を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。
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≉ู௻⏬┠ḟ

᪥⮫ᢏ௻⏬Ϩ�ᇶㄪㅮ₇ࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ṇேࠉ⏣఍㸸ከྖࠉ
࡬ࠖࢪーࢸࢫࡢḟࠕ᪪࣭࣭⮫ᗋ᳨ᰝࡀ௒ࠉ

୍⯡♫ᅋἲே�᪥ᮏ⮫ᗋ⾨⏕᳨ᰝᢏᖌ఍�௦⾲⌮஦఍㛗 ᶓᆅࠉᖖᗈ

ㅮ₇ู≉ࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
⨾ஂࠉ఍㸸ୖཎྖࠉ
ࡃࡋࡽࢇࡪࡌࠊࡣศ⮬ࠉ࠺ࡳࠊࡣᏱ⨾ࠉ
㹼Ꮫᰯᩍᖌࠉࠉࠉ �� ᖺࠊ༟⌫ᣦᑟ �� ᖺࠊᏊ⫱࡚ �� ᖺࡢࡽ࠿Ꮫࡧ㹼

ᖹ㔝ࠉ┿⌮Ꮚ

ᕷẸබ㛤ㅮᗙࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ⱥ஧㸦ᕷ❧⏥ᗓ⑓㝔㸧ࠉ఍㸸୰ᕝྖࠉ
㸽㹼࠿࠺ࢁࡔࡿࡁᏱᐂ࡛⧚ᰤ࡛࡞㐣㓞ࡣ㹼ே㢮ࠉᏱᐂ㐍ฟࡢே㢮࡜ᴟಖᏑ✲ࡢ※㑇ఏ㈨ࠉ

ᒣ᲍኱ᏛⓎ⏕ᕤᏛ◊✲センター�センター㛗 ⱝᒣࠉ↷ᙪ

᪥⮫ᢏ௻⏬ϩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ�㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
Ⰻኴ㸦බ┈㈈ᅋἲே�ᒣ᲍ཌ⏕఍�ᒣ᲍ཌ⏕⑓㝔㸧ࠉ఍㸸ྂᒇྖࠉ
࡚࠸ࡘ࡟➹ᇳࡢㄽᩥ࡜௒ᚋࡢ་Ꮫ᳨ᰝࠖࠕࠉ

୍⯡♫ᅋἲே�᪥ᮏ⮫ᗋ⾨⏕᳨ᰝᢏᖌ఍�ᑓົ⌮஦ ᑠᯇࠉிᏊ

໬ㅮ₇ᩥࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
㈼஧㸦බ┈♫ᅋἲே�ᒣ᲍໅ປ⪅་⒪༠఍�⏥ᗓඹ❧⑓㝔㸧ࠉ఍㸸ᑠᕝྖࠉ
ேẼ㉁㹼┴࡜㨩ຊࡢ㹼ᒣ᲍᪉ゝࠉㅮᗙࢁࡋࡶ࠾ᕞᘚ⏥ࠉ

஬⥴ᕝࠉὠᖹኴ

ᩍ⫱ㅮ₇ࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ṇ⾜㸦බ┈♫ᅋἲே�ᒣ᲍໅ປ⪅་⒪༠఍�▼࿴ඹ❧⑓㝔㸧ࠉ఍㸸Ἑྜྖࠉ
��VROXEOH�C/(Cࠉ᪂つ⾑ᑠᯈάᛶ໬࣐ー࢝ーࠉ

ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔᳨ᰝ㒊࣭㍺⾑⣽⬊἞⒪㒊㒊㛗
኱Ꮫ㝔⮫ᗋ᳨ᰝ་Ꮫㅮᗙᩍᤵ ஭ୖࠉඞᯞ

ⱝ᲍㒊௻⏬㸦㟷ᖺ㒊ேᮦ⫱ᡂ௻⏬㸧ࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧➨㸳఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ࠉࠗ ⱝᡭᢏᖌࢆ㨩஢ࡿࡍክࡢ௻⏬ࠉ࠺ࡼ࠼⪄ࢆ㹼࢔ンࢣー࡛ࢺㄞࡳゎࡃⱝ⪅ࡢࡕࡓᛮ࠸㹼࠘

ー࣒࢛ࣛࣇ⏕Ꮫࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧➨㸳఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ࠉࠗ 㸟㸽࠸ࡓࡾ࡞࡟ᗋ᳨ᰝᢏᖌ⮫࡞ࢇ࡝ࡣࡓ࡞࠶
㸟㹼࠘࠺ࡼ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟࢔ࣜࣕ࢟ࡢࡽ࠿ࢀࡇー࣒࡛ࢤࢻ㹼࣎ーࠉࠉࠉ
ࠖ࡜ࡇࡿࡍᮇᚅ࡟ᗋ᳨ᰝᢏᖌ⮫ࡢࡽ࠿ࢀࡇࠕㅮ₇㸸①ࠉ

୍⯡♫ᅋἲே᪥ᮏ⮫ᗋ⾨⏕᳨ᰝᢏᖌ఍�ᇳ⾜⌮஦ ᐑཎ�⚈Ꮚ
ᮼ୍ࠖࡀࡃࢃࡃࢃ࢔ᗋ᳨ᰝᢏᖌ࢟ࣕࣜ⮫ࠕー࣒ࢤࢻー࣎②ࠉ
ࠖ࠿࠸ࡓࡾ࡞࡟ᗋ᳨ᰝᢏᖌ⮫࡞ࢇ࡝ࠕンࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹ③ࠉ
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ࢫンࢲ࢖㧗ᰯ⏕㐍㊰ᨭ᥼࢞ࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧➨㸳఍ሙࠉ�㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ࠉࠗ ⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌࡢୡ⏺࡟₯ධ㸟Ꮫ఍࡛ࡢࣟࣉ⌧ሙ࠘࠺ࡼࡳ࡚࠸ࡒࡢࢆ

���� 㞟ྜ㸦タ࣡ー㤋 �㝵ࣟࣅー�Ꮫ఍⥲ྜཷ௜๓㸧
���� 㹼 ⮬ᕫ⤂௓࣭࢞ࢲ࢖ン࣭ࢫᏛ఍ሙࡢ᱌ෆ
���� ₇㢟Ⓨ⾲㸧ࠊ⏬ぢᏛ㸦௻ࡢᏛ఍ሙ࡚ࢀ࠿ศ࡟ࣉーࣝࢢྛ
����� 㹼 ����� Ꮫ⏕࢛ࣇー࣒ࣛཧຍ㸦᳨ᰝᢏᖌయ㦂࣎ーࢤࢻー࣒㸧
����� 㹼 ����� ࣛンࣙࢳンセ࣑ࢼー࡚࡟᫨㣗
����� 㹼 ⱝᡭᢏᖌࢵ࣓ࡢࡽ࠿セーࢪ

ᒣ᲍┴⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ఍ࡾࡼ᝟ሗᥦ౪
����� 㹼 ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔�᳨ᰝ㒊�ຓᩍࠉ኱▼Ἃ⧊ඛ⏕ࢽ࣑ࡿࡼ࡟ㅮ⩏

㸦⮫ᗋ᳨ᰝ࡚࠸ࡘ࡟㸧
����� 㹼 グᛕ᧜ᙳࠊグධࢺーࢣン࢔

㸯࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
៞㸦ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேᒣ᲍┴❧⑓㝔ᶵᵓ�ᒣ᲍┴❧୰ኸ⑓㝔㸧ࠉᗙ㛗㸸Ἑすࠉ
㹼ࡿ࠼⪄࠺࡝ࡽ࡞ࡓ࡞࠶㹼ࠉせồࡢ࡬ᰝ᳨್ࡿࡅ࠾࡟ᗋ᳨ᰝ⮫ࠉ

ዪᏊᰤ㣴኱Ꮫ�ᰤ㣴Ꮫ㒊�ᩍᤵ ᮎྜྷࠉⱱ㞝

㸰࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧➨㸯఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
἞ᶞ㸦ᐩኈྜྷ⏣ᕷ❧⑓㝔㸧ࠉᗙ㛗㸸Ώ㑔ࠉ
㹼ࡿࡍゎ⌮ࢆ᪉࠼⪄࡜ࢺン࢖㹼࣏ࠉ㸽㸟ࡣ࡜⣽⬊ᙧែ␗ᖖࠉ
࠺ࡼࡳ࡚࠼⪄࡟ࣝ࢝ࢪࣟࢆ㸯㸬⣽⬊ᙧែࠉ

ᮾ໭኱Ꮫ⑓㝔 Ⳣཎࠉ᪂࿃
㸟࠺ࡼࡵᴟࢆᙧែኚ໬⌫⾑ࡣࡿࡍ㐼㐝࡟㸰㸬἞⒪⸆ᢞ୚ᚋࠉ

ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔 㞵ᐑࠉ᠇ᙪ

㸱࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧➨㸰఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ᖿ㸦ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔㸧ࠉ⏣ᗙ㛗㸸ෆࠉ
㹼࡛ࡲࣅࢼᚤ⏕≀᳨ᰝࡽ࠿㹼ᶆ‽ᡭᘬ᭩సᡂࠉࡳࡺ࠶ࡢᶆ‽໬ࡿࡅ࠾࡟ᚤ⏕≀᳨ᰝᴗົࠉ

㟼ᒸ་⒪⛉Ꮫᑓ㛛኱Ꮫᰯ�་⒪᳨ᰝᏛ⛉ ᒣཱྀࠉ⫱⏨

㸲࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧➨㸱఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ᙯ㸦ᒣ᲍㉥༑Ꮠ⑓㝔㸧ࠉᗙ㛗㸸㜿㒊ࠉ
㹼࡚ࡵྵࡶ㛵㐃ࡢ࡜ᖖ␗ື⾜࡜ࢺン࢖࣏ࡢ㹼ุㄞࠉ᪉࠼⪄デ᪉࣭ࡢᑠඣ⬻Ἴࠉ

ᮾ㑥኱Ꮫ་⒪センターబ಴⑓㝔�ᑠඣ⛉ 㔠ᮧࠉⱥ⛅

㸳࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧➨㸲఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ឡ㸦ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேᒣ᲍┴❧⑓㝔ᶵᵓ�ᒣ᲍┴❧୰ኸ⑓㝔㸧ࠉᗙ㛗㸸኱㔝ࠉ
ᩔྐ㸦බ┈♫ᅋἲே�ᒣ᲍໅ປ⪅་⒪༠఍�⏥ᗓඹ❧⑓㝔㸧ࠉ୰ᓥࠉࠉࠉࠉ
㹼ከ⫋✀㐃ᦠ㹼ࠉ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࡀࡕࡓ⚾ࠉ௒ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡵ㧗ࢆ㉁ࡢ⒪ἲ⾑㍺ࠉ
㹼ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ࡬㹼㹋㹒㹎ᑟධࠉከ⫋✀㐃ᦠࡿࡅ࠾࡟㸯㸬ᆅᇦ་⒪ᶵ㛵ࠉ

♫఍་⒪ἲே㈈ᅋ�ឿἨ఍�┦⃝⑓㝔 ཎࠉ༤᫂
㹏㸤㸿࡜ᐇ㝿ࡢ⾑㍺ࡿ࠼ሙ࡛ᢪ⌧ࡀ㸽┳ㆤᖌ࠿ࡍ࡛ࡌᏑࡈࡣࢇࡉ㸰㸬᳨ᰝᢏᖌࠉ

ᇸ⋢༠ྠ⑓㝔 ᮌᮧࠉ⚽ᐇ
ㄢ㢟࡜⏝㐠ࡢࢻ㸱㸬୙つ๎ᢠయ᝟ሗ࢝ーࠉ

⟃Ἴ኱Ꮫ㝃ᒓ⑓㝔 ᪂஭ࠉ⿱௓
࡚࠸ࡘ࡟≦⌧ࡢከ⫋✀㐃ᦠ࡜⫱ᩍࡿࡍ㛵࡟⾑㍺㸲㸬⥭ᛴࠉ

་⒪ἲே�㕲ⷀ఍�ட⏣⥲ྜ⑓㝔 Ᏻ⸨ࠉ▱ᜨ
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㸴࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧➨㸯఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
᫓⳯㸦♫఍་⒪ἲே�ຍ⣡ᒾ�ຍ⣡ᒾ⥲ྜ⑓㝔㸧ࠉ⃝῝ᗙ㛗㸸ࠉ
๰㐀㹼ࡢ௜ຍ౯್ࡿࡁⓎಙ࡛ࡽ࠿㹼᳨ᰝᐊࠉࡆୖ࠸ᣠ࡜≦⌧ࡃᕳࡾྲྀࢆ⑌ᝈ⫢ࠉ
ሗ࿌ࡢᐇែㄪᰝࡿࡼ࡟ᗋ᳨ᰝᢏᖌ⮫ࡢⅭࡢ⑌ᝈデ⒪ྥୖ⫢ࡿࡅ࠾࡟㸯㸬ᒣ᲍┴ෆࠉ

බ┈㈈ᅋἲே�ᒣ᲍ཌ⏕఍�ᒣ᲍ཌ⏕⑓㝔 ℊᬸࠉஅ
㝔ෆ㐃ᦠࡢ⪅㝧ᛶᝈࢫࣝ࢖࢘⅖⫢ࡿࡅ࠾࡟㸰㸬ᙜ㝔ࠉ

ᅜಖ┤Ⴀ⥲ྜ⑓㝔ྩὠ୰ኸ⑓㝔�⮫ᗋ᳨ᰝ⛉ ῡୖࠉᏕ୍
⟇ᑐ⅖⫢ࠊ௒ࠊࡐ࡞㸱㸬ࠉ

ⰾ㈡㉥༑Ꮠ⑓㝔 ⴠྜࠉ๛ྐ
๰㐀㹼ࡢ௜ຍ౯್ࡿࡁⓎಙ࡛ࡽ࠿㹼᳨ᰝᐊࠉࡆୖ࠸ᣠ࡜≦⌧ࡃᕳࡾྲྀࢆ㸲㸬⫢⑌ᝈࠉ

ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊�ᾘ໬ჾෆ⛉ �⫢⑌ᝈセンター ๓ᕝࠉఙဢ

㸵࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧➨㸰఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
㝧⏕㸦⊂❧⾜ᨻἲே�ᆅᇦ་⒪ᶵ⬟᥎㐍ᶵᵓ�ᒣ᲍⑓㝔㸧ࠉᗙ㛗㸸ኳ㔝ࠉ
ᕫ㸦ᐩኈྜྷ⏣ᕷ❧⑓㝔㸧▱ࠉᅵᒇࠉࠉࠉࠉ
ࢳーࣟࣉ࢔ᐇ㊶ⓗࡓࡅྥ࡟㐺໬᭱࡜ከᵝ໬ࡢᰝᴗົ᳨ࠉ
,$㹼ᩍ⫱࣭⤌⧊つᶍ࣭ࠉࠉࠉ ά⏝ࡢどⅬࡽ࠿㹼
ࢡーࢺࢫࣟࢡࡢᐇ⮫ᗋ࡜ᩍ⫱⌧ሙࡢࡵࡓࡢேᮦ⫱ᡂࡿࡅ࠾࡟㸯㸬୍⯡᳨ᰝ㡿ᇦࠉ

᪂₲་⒪⚟♴኱Ꮫ ᶓᒣࠉ㈗
ࢳーࣟࣉ࢔ᐇ㊶ⓗࡓࡅྥ࡟㐺໬᭱࡜ከᵝ໬ࡢ㸰㸬᳨ᰝᴗົࠉ
,$㹼ᩍ⫱࣭⤌⧊つᶍ࣭ࠉࠉࠉࠉࠉ ά⏝ࡢどⅬࡽ࠿㹼

㡰ኳᇽ኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ�㡰ኳᇽ་㝔 ‶ࠉ⏣⬥

㸶࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧➨㸱఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
ᕼ㸦ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔㸧୍ࠉᗙ㛗㸸➟஭ࠉ
ᓧ௓㸦ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻᒣ᲍┴❧⑓㝔ᶵᵓ�ᒣ᲍┴❧୰ኸ⑓㝔㸧ࠉΏ㑓ࠉࠉࠉࠉ
ࡾࢃ㛵ࡢ⑓⌮᳨ᰝᢏᖌࡿࡅ࠾࡟ᰝ᳨࣒ࣀࢤࢇࡀࠉ
ࡾࢃ㛵ࡢ⑓⌮᳨ᰝᢏᖌࡢ࡬ᰝ᳨ࣝࢿࣃ㑇ఏᏊࢇࡀࡿࡅ࠾࡟㸯㸬ᙜ㝔ࠉ

ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔�⑓⌮㒊 ⰼ஭ࠉభᶞ
ࡾࢃ㛵ࡢ⑓⌮᳨ᰝᢏᖌࡿࡅ࠾࡟ᰝ᳨࣒ࣀࢤࢇࡀ㸰㸬ࠉ

Ⲉᇛ┴❧୰ኸ⑓㝔࣭Ⲉᇛ┴ᆅᇦࢇࡀセンター ྂᮧࠉ♸⣖
≦⌧ࡢᰝ᳨ࣝࢿࣃ㑇ఏᏊࢇࡀࡢᙜ㝔ࡿࡳࡽ࠿㸱㸬⑓⌮᳨ᰝᐊࠉ

ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻᒣ᲍┴❧⑓㝔ᶵᵓ�ᒣ᲍┴❧୰ኸ⑓㝔 ྡᇳࠉభⱆ
᪉ࡾࢃ㛵ࡢ࡚ࡋ࡜⑓⌮᳨ᰝᢏᖌ࡜≦⌧ࡢᰝ᳨ࣝࢿࣃ㑇ఏᏊࢇࡀࡿࡅ࠾࡟㸲㸬ᙜ㝔ࠉ

ᮾᾏ኱Ꮫ་Ꮫ㒊௜ᒓ⑓㝔 ኱㍜ࠉ⏣ྥ
ࡾࢃ㛵ࡢ⑓⌮᳨ᰝᢏᖌࡿࡅ࠾࡟ᰝ᳨࣒ࣀࢤࢇࡀ㸳㸬ࠉ
ᐇ㝿㹼ࡢ⏝㐠࡜㛵୚ࡢ⑓⌮᳨ᰝᢏᖌࡿࡅ࠾࡟ᰝ᳨ࣝࢿࣃ㑇ఏᏊࢇࡀ㹼㝔ෆ᏶⤖ᆺࠉࠉࠉࠉࠉ

៞᠕⩏ሿ኱Ꮫ⑓㝔⮫ᗋ᳨ᰝ⛉ ࿴ᗈࠉ⏣ྜྷ

㸷࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧➨㸲఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
㸦ᕷ❧⏥ᗓ⑓㝔㸧࠿ࡸࡉࠉ⸩ᗙ㛗㸸ᚋࠉ
ࢡࢵࢽࢡࢸࡢࡵࡓࡢ⒴᪩ᮇⓎぢ⮅ࠉ

㟼ᒸࢇࡀセンター ༡㔛ࠉ࿴⚽

࣒࢘ࢪン࣏ࢩࠐ ��
��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧࣓࢖ン఍ሙࠉ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼
㥴௓㸦ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔㸧ࠉᗙ㛗㸸ᑠᆏࠉ
㑇ఏᏊゎᯒࡘ❧ᙺ࡟ᚤ⏕≀᳨ᰝࠉ

ಙᕞ኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔 ᰿ᓊࠉ㐩ဢ
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��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉー㸯ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ᰴᘧ఍ࢫࢡࢵ࢕ࢸࢫࣀࢢ࢔࢖ࢲ࣭ࣗࢩン఍ሙ㸸ࣟ࢖࣓ࠉ

ࠉ⣖㸦ᒣ᲍኱Ꮫ኱Ꮫ㝔⥲ྜ◊✲㒊�ෆ⛉Ꮫㅮᗙᾘ໬ჾෆ⛉Ꮫᩍᐊ�ᩍᤵ㸧῟ࠉ఍㸸ᅵᒇྖࠉࠉ

ࠖࢫンࣛ࢖ー࣋ࢧࡢ᤼㝖ᚋࢫࣝ࢖࢘࡜ࡆୖ࠸ᣠࡢ⅖⫢Cᆺࠕࠉࠉࠉ

⚟ᓥ┴❧་⛉኱Ꮫ㝃ᒓ⑓㝔�⑓㝔㛗 ኱ᖹࠉᘯṇ

��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉー㸰ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ーࣝターᰴᘧ఍ࢥン࣭࣐ࢡࢵ㸯఍ሙ㸸࣋➨ࠉ

㈗⿱㸦ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻἲேᒣ᲍┴❧⑓㝔ᶵᵓ�ᒣ᲍┴❧୰ኸ⑓㝔ࠉ఍㸸୕Ἑྖࠉࠉ

⥲ྜデ⒪⛉࣭ឤᰁ⑕⛉�㒊㛗㸧

ࡓぢࡽ࠿ᰝ⌧ሙ᳨ࠕࠉࠉࠉ C29,'���࣭ ࣭ࣝࣇン࢖ 56 ᫬ྠࢫࣝ࢖࢘ PC5 ᳨ᰝࡢ㐠⏝࡜⮫ᗋⓗព⩏ࠖ

៞ᛂ⩏ሿ኱Ꮫ⑓㝔�⮫ᗋ᳨ᰝᢏ⾡ᐊ�⮫ᗋ᳨ᰝ⛉�୺௵ 㔛ኟࠉ℩⫞

��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉー㸱ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ンྜྠ఍ࣃࣕࢪࢺࢵ࣎࢔㸰఍ሙ㸸➨ࠉ ♫఍ྠྜ࢕ࣦࢵ࢔�

ࠉ㈼஧㸦බ┈♫ᅋἲே�ᒣ᲍໅ປ⪅་⒪༠఍�⏥ᗓඹ❧⑓㝔�᳨ᰝᐊ�ᐊ㛗㸧ࠉ఍㸸ᑠᕝྖࠉࠉ

⏝άࡢ㸦'66㸧࣒ࢸࢫࢩデ᩿ᨭ᥼ࡿࡼ࡟ᗋ᳨ᰝᢏᖌ⮫ࡿࡅ࠾࡟ᮏᏛࠕࠉࠉࠉ

㹼⫢⅖᳨࢘ࢫࣝ࢖ᰝ⤖ᯝࡢ㐺ษ࡞㐠⏝࡚࠸ࡘ࡟㹼ࠖ

ಙᕞ኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔�⮫ᗋ᳨ᰝ㒊�⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ㛗 ▼ᕊࠉ༡⏕

ᗋ᳨ᰝᢏᖌ⮫ࠕࠉࠉࠉ �⫢⑌ᝈ CR ࠊᰝ᳨ࢫࣝ࢖࢘⅖⫢ࠉࡳ⤌ࡾྲྀࡢ⑌ᝈデ⒪ྥୖ⫢ࡿࡼ࡟

࡚ࠖ࠸ࡘ࡟⏝㐠ࡢー᳨ᰝࢥ࢚⫢

ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊�ᾘ໬ჾෆ⛉�≉௵ㅮᖌ �⫢⑌ᝈセンター�๪センター㛗 బ⸨ࠉග᫂

��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉー㸲ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ᰴᘧ఍ࣝ࢝࢕ࢹ㸱఍ሙ㸸✚Ỉ࣓➨ࠉ

ࠉ኱㍜㸦ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔�᳨ᰝ㒊�୺௵⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ㸧ࠉ⏣఍㸸㛗ྖࠉࠉ

ࠉࠗࠉࠉ ᇶ♏▱㆑ࡢ�จᅛ᳨ᰝࡘ❧࡟ᙺ࡟ࡁ࡜ࡿࡍࢆࡕ❧ࡾ⊃

����CPࠉ⨨ᾮจᅛ⮬ືศᯒ⿦⾑ࠕࡧࡼ࠾ࠊᖖ್␗ࡿ࠶ࡢᛶ⬟ྍࡿࡍ㹼㐼㐝ࠉࠉࠉ Șࠖ

᭷⏝ᛶ㹼࠘࡜㛗≉ࡢ

✚Ỉ࣓ࣝ࢝࢕ࢹᰴᘧ఍♫�᳨ᰝ஦ᴗ㒊�࢝ࢫタ࣐ー࣏ࢧーࢺセンターࠉ

Ꮫ⾡௻⏬ࣝࢢーࣉ�ᑓᒓ࢔ࢽࢩᏛ⾡ࢨ࢖ࣂࢻ࢔ー 㡲㛗ࠉᏹ⾜
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��ࠉ┠㸺➨㸯᪥ࠉー㸳ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦ᅵ㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ᰴᘧ఍ࢫࢡࢵ࣓ࢫࢩ㸲఍ሙ㸸➨ࠉ

ࠉࡋ࡞఍㸸ྖࠉࠉ

་⒪ࡿࡀᗈࠕࠉࠉࠉ '; ࡿ࠼ഛ࡟ࢡࢫࣜ࡜ᛶ⬟ྍࡢ %CPࠖ

ᰴᘧ఍♫�,C7ࢫࢡࢵ࣓ࢫࢩ Ⴀᴗ᥎㐍㒊 වᏊࠉㄹஓ

��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉー㸴ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ᰴᘧ఍ࢢン࢕ࢸࢣー࣐࢖ࣞࢡー࢔ン఍ሙ㸸࢖࣓ࠉ

ࠉ㝧⏕㸦⊂❧⾜ᨻἲே�ᆅᇦ་⒪ᶵ⬟᥎㐍ᶵᵓ�ᒣ᲍⑓㝔㸧ࠉ఍㸸ኳ㔝ྖࠉࠉ

᪉㹼ࠖ࠸ྜࡁྥࡢ࡬㹼ᒀỿᰝ᳨ᰝࠉᛶ⬟ྍࡿ࠶࡟ඛࡢࡑ࡜໬ື⮬ࡢᰝ᳨ࠕࠉࠉࠉ

⸨⏣་⛉኱Ꮫ⑓㝔�⮫ᗋ᳨ᰝ㒊 㛗ᔲࠉ࿴Ꮚ

��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉー㸵ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ーᰴᘧ఍ࢪࣟࣀࢡࢸ࣭ࢺンࣞࢪ࢔㸯఍ሙ㸸➨ࠉ

ࠉ༟ဢ㸦⋊༠་⛉኱Ꮫᇸ⋢་⒪センター�⑓⌮デ᩿⛉㸧ࠉ఍㸸ᒸᮧྖࠉࠉ

࡚ࠖ࠸ࡘ࡟ຠᯝࡢࡑ࡜ᴗົຠ⋡໬ࡢච␿ᰁⰍࠕࠉࠉࠉ

ி㒔኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔 㝕ෆࠉ៞኱

��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉー㸶ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ᰴᘧ఍࢔࢕ࢸンࣟࣇ㸰఍ሙ㸸㹆㸬㹓㸬➨ࠉ

ࠉἋ⧊㸦ᒣ᲍኱Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ⑓㝔�᳨ᰝ㒊�ຓᩍ㸧ࠉ▼఍㸸኱ྖࠉࠉ

ンࢤーࣛࢥー࢝ーϫᆺ࣐࢜࢖ࣂ࡚ࡅྥ࡟໬἞⒪㛤ጞ⥔⥺⫢ࠕࠉࠉࠉ �6 ࠖ⏝άࡢ

ᐩኈࣞ࢜ࣅᰴᘧ఍♫�〇ရ௻⏬㒊 ෆ⏣ࠉఏᙪ

��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉー㸷ࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫㸱఍ሙ㸸㹎㹆㹁ᰴᘧ఍➨ࠉ

㸦ᆅ᪉⊂❧⾜ᨻᒣ᲍┴❧⑓㝔ᶵᵓ�ᒣ᲍┴❧୰ኸ⑓㝔⸄ࠉ఍㸸Ọ஭ྖࠉࠉ

᳨ᰝ㒊�୺௵⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌ㸧ࠉ

⢭ᗘ⟶⌮㹼ࠖ࠸࡞ࡂࡍࡾ㹼㡹ᙇࠉ⌮⟶⢭ᗘࡢจᅛ᳨ᰝࠕࠉࠉࠉ

⯪ᶫᕷ❧་⒪センター�་⒪ᢏ⾡㒊⮫ᗋ᳨ᰝ⛉ ᖾᗈࠉ⏣⚟

ーࢼンセ࣑ࣙࢳンࣛࠐ ��ࠉ┠㸺➨㸰᪥ࠉ�� ᭶ �� ᪥㸦᪥㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼

♫ᰴᘧ఍ࢫࢡ࢕ࢸࢫࣀࢢ࢔࢖ࢲ࣭࢔ࢣࢫࣝ࣊ࢫー࣓ンࢩ㸲఍ሙ㸸➨ࠉ

ࠉࡋ࡞఍㸸ྖࠉࠉ

Ṍ୍ࠖ➨ࡢ࡬ศᯒゎ㔘ࢫ㸟⾑ᾮ࢞࠸࡞ࡃᛧ࠺ࡶࠕࠉࠉࠉ

♫ᰴᘧ఍ࢫࢡ࢕ࢸࢫࣀࢢ࢔࢖ࢲ࣭࢔ࢣࢫࣝ࣊ࢫー࣓ンࢩ ᏹ㍤ࠉ⏣℈
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➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸯఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦ྜྷගࡢ㛫㸧

㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㔠஭ࠉᩗᖾ（ＳＵＢＡＲＵ健康保険組合 太田記念病院）

1 産褥期に特発性冠動脈解離による心筋梗塞を発症した一例 長田　奈緒

2 携帯型心電計貸出し時の工夫により発作性上室性頻拍を捉えら

れた一例

香取　湧貴

3 人間ドックのマスター負荷心電図が無症候性冠動脈疾患の早期

発見に寄与した一例

金子　明日香

➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸯఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦ྜྷගࡢ㛫㸧

㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �⛅ᒣࠉᚸ（東京医科大学病院）

4 AT-Patch の有用性 深澤　佐知子

5 腰部脊柱管狭窄症患者における心電図検査所見に関する分析 中村　良幸

6 TSEP 検査に使用する刺激電極の検討 桜井　渚乃

➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸯఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦ྜྷගࡢ㛫㸧

㸺 �㸸�� 㹼 �㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �ᚋ⸨࠿ࡸࡉࠉ（市立甲府病院）

7 僧帽弁内膜肉腫に対し MVR を施行し、術後 4 年目で再発を来た

した左房内膜肉腫の 1例

小野瀬　義治

8 超音波と術中所見より mural IE と診断した 1例 根本　咲

9 健診での高血圧指摘を契機に発見された大動脈縮窄症の一例 三原　早貴

➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸯఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦ྜྷගࡢ㛫㸧

㸺 �㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㛫୰ࠉᶞ㔛（医療法人社団協友会 八潮中央総合病院）

10 Valsalva洞左冠尖に仮性動脈瘤を形成した感染性心内膜炎の一例 小笠　愛

11 超音波検査で偶発的に発見された心臓腫瘍の一例 伊東　真美

12 当院で経験した甲状腺のホブネイル型乳頭癌の１症例 吉田　有貴

➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸯఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦ྜྷගࡢ㛫㸧

㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �ᒣᓊࠉᏕዲ（松本協立病院）

13 術前検査中に急速増大した乳腺紡錘細胞癌の一例 川口　千恵

14 胎児期に左下腹部に位置した特徴的な壁性状を呈する右卵巣嚢

腫茎捻転の 1例

狩野　彩聖

15 メッケル憩室に伴う絞扼性イレウスをきたした 2歳男児例 小林　恵子
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �బ⸨ࠉకᶞ（那須赤十字病院）

16 当センターにおける膀胱超音波検査のがん発見成績と取り組み 川上　峻平

17 膀胱癌との鑑別を要した尿膜管癌の一例 小泉　雅貴

18 直腸内に描出されたバルーンのミラーイメージ 弘瀬　佑矢
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �᳃⏣ࠉ㐟（JA 神奈川県厚生連 相模原協同病院）

19 Pulsed Field Ablation 導入における経頭蓋超音波ドプラによ

る塞栓リスク評価の検討

小圷　将江

20 小児肥満症における ATI 測定の有用性 北澤　里奈

21 タスク・シフト／シェアにおける造影超音波検査への取り組み 関口　香苗
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �▼ᕊࠉ༡⏕（信州大学医学部附属病院）

22 レジオネラ尿中抗原検出キット リボテスト 🄬 レジオネラ ver2

の性能評価

横山　陸

23 （Nタイプ）ナノピア IL-2R の基礎的検討 山田　ムリオ瑠海

24 全自動蛍光免疫測定装置ミュータスワコーｉ５０によるＳ２，

３ＰＳＡ％測定試薬の検討

奈良　瞳

25 不育症におけるループスアンチコアグラント検査のデータ解析 石川　美紀
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㧗⏣ࠉ๛（桐生地域医療企業団 桐生厚生総合病院）

26 M2BPGi 定量試薬の基礎的性能評価と健診利用に向けた有用性に

ついての検討

関口　輝

27 検査前プロセスにおける NSE 測定への影響 坂本　健太

28 2 種類の HCV 抗原試薬を用いた比較検討 平賀　咲

29 「エクルーシス試薬 HCVDuo」と「ルミパルスⅡオーソ HCV」の測

定結果が乖離した症例

三澤　明日香

32



୍ࠝ⯡ࠞ

➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸱఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦ࣝࢫࢵ࣭ࣕ࢟ࢨ㸧

㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �Ώ㒊ࠉៅஅ௓（筑波大学附属病院）

30 日本海裂頭条虫とYersinia enterocolitica の複合感染を認め

た一例

佐藤　藍

31 尿中有形成分分析装置 AI-4510 の有用性評価と機器導入効果の

検証

竹内　一恵

32 尿沈渣分析装置及び画像分類サービスオーションアイスマート

アシストの性能評価

畑岡　良輔
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �（順天堂大学医学部附属 順天堂医院）‶ࠉ⏣⬥

33 改良採便容器の評価検討 大森　茉琴

34 潰瘍性大腸炎における便中カルプロテクチンと内視鏡的活動度

の相関評価

今井　友子
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �⳥ᆅࠉ៞᫭（学校法人 国際医療福祉大学 国際医療福祉大学病院）

35 多項目自動血球分析装置 XR-2000 の基礎的性能評価 永井　薫

36 血小板測定誤差要因の予測と再検査条件の検討 村上　将貴

37 可溶性 C-type lectin-like receptor 2 の測定における遠心分

離条件に関する検討

上田　眞叶

38 血小板―白血球複合体ＦＣＭ解析における検体の保存条件が測

定結果に与える影響の検討

井上　紗那
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㸺 �㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㛗⏣ࠉ኱㍜（山梨大学医学部附属病院）

39 骨髄異形成症候群（MDS）との鑑別を要した銅欠乏症の１症例 伏見　真也

40 Green Neutrophilic Inclusion Bodies を伴う腸管気腫症の１例 吉川　卓人

41 当院における幼若血小板比率を用いた造血幹細胞移植患者の血

小板回復予測の有用性

飯泉　千智
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㔠ἑࠉ㝧௓（つくば i-Laboratory 有限責任事業組合）

42 赤血球製剤の請求を契機に後天性血友病 A の診断に繋がった 1

症例

中山　瑠偉

43 バトロキソビン投与によりフィブリノゲンの極度低値を呈した

症例

加藤　りこ

44 凝固検査の内部精度管理運用における融解条件の再検証 水石　早紀
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㤿ሙࠉ⨾㔛（山梨大学医学部附属病院）

45 低体温患者より分離されたPsychrobacter 属菌血症の 1症例 林　佑馬

46 尿路感染症の治療経過中に判明したリステリア髄膜炎の一症例 江花　力希

47 下肢皮膚潰瘍よりArcanobacterium haemolyticum が検出され

た１例

神谷　明
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �᪂ᚋ㛩ࠉಇஅ（独立行政法人 地域医療機能推進機構 群馬中央病院）

48 血液培養より Balneatrix alpica が検出された１症例 深澤　裕美

49 化膿性椎間板炎から感染性心内膜炎に至った

Streptococcus gordonii 感染症の 1例

青木　璃奈

50 糖尿病性足壊疽組織から NDM-1 産生の多剤耐性緑膿菌が検出さ

れた一例

西沢　匠央
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㸺 �㸸�� 㹼 �㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �℩ᕝࠉಇ௓（千葉大学医学部附属病院）

51 血液培養よりMycobacterium abscessus が検出された一例 清水　仁千夏

52 Mycobacterium abscessus complex 菌血症患者で肩関節への播

種が見つかった１例

古屋　智裕

53 化膿性関節炎の診断に用いる FilmArray 関節感染症パネルの使

用経験について

安達　譲
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㸺 �㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㧗㔝ࠉ㝧ኴ（長野県医療生活協同組合 長野中央病院）

54 エッセンシャルオイルにおけるブドウ球菌属への抗菌作用の検討 浦井　里桜

55 微量液体希釈法における CLDM 誘導耐性試験の性能評価と誘導耐

性率について

古橋　諒士

56 微生物部門のない検査室でのグラム染色における貪食像報告ま

での取り組み

道口　久美子

57 当院における血液培養ボトル供給制限下の複数セット率の推移

と抗菌薬使用への影響

作間　麻衣
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �➟஭୍ࠉᕼ（山梨大学医学部附属病院）

58 中皮腫におけるセルブロックを用いた BAP1 および MTAP 免疫組

織化学染色の検討

雨宮　早紀

59 cell suspension を用いた免疫グロブリン軽鎖の簡便な検出法

について

鈴木　孝夫

60 悪性リンパ腫検査における捺印細胞診を利用した検査前評価に

ついて

藤田　裕太
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �୕㘠ࠉៅஓ（防衛医科大学校病院）

61 自動固定包埋装置の短時間プログラムの検討 島田　将昇

62 検査室におけるホルマリンの一括管理 今井　寿文
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㸺 �㸸�� 㹼 �㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㔝୰ࠉᑗኴᮁ（帝京大学医学部附属病院）

63 尿検体からの核 DNA・ミトコンドリア DNA の抽出方法 山口　良考

64 シュワッハマン・ダイアモンド症候群を疑い、EFL1 遺伝子にバ

リアントを検出した児

蓮見　健太

65 アルコール及びカフェイン代謝に関与する遺伝子型の解析とア

ンケート調査との比較

太田　凜乃
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㸺 �㸸�� 㹼 �㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �Ώ㑓ࠉ⣖Ꮚ（富士吉田市立病院）

66 抗 D様自己抗体により抗 D試薬との反応に減弱を認めた一例 梨本　英史

67 当院で経験した新生児同種免疫性血小板減少症（NAIT）の一例 熊沢　朋美

68 RhD 陰性患者の緊急手術時に RhD 陽性輸血が実施された１症例 梶谷　由美子
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㸺 �㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �ⶈ἟ࠉ⚽࿴（東邦大学医療センター佐倉病院）

69 TACO の症例報告と当院の対策 北村　健太郎

70 2023 年度埼玉県における血液製剤使用実績に関する調査 佐藤　隆博

71 赤血球液有効期間延長に伴う院内在庫数見直しの効果 秋山　悠里

➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸲఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦࢖࣎ࢧ࣭ࢨ㸧

㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㔠ࠉ㘊㯇（地方独立行政法人神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター）

72 CAR-T 療法導入に向けた輸血細胞治療部の取り組み 坂本　愛奈

73 当院における血液製剤使用時の電子照合体制 前川　みな美

74 不規則抗体陽性カードの有用性について 杉浦　美由紀
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �ᚿ⏣ࠉᬛဢ（株式会社 日立製作所日立総合病院）

75 全自動免疫測定装置 HISCL-800 を用いた女性ホルモン試薬の基

礎検討

加藤　真比呂

76 α1-M試薬の基礎的検討及びβ2-Mとの尿中pH安定性の比較検討 渡辺　健太

77 小細胞肺癌化学療法中にマクロアミラーゼ血症を認めた一症例 小松　亜紀子
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �໭ᕝࠉ⿱ኴᮁ（埼玉医科大学病院）

78 JSCC/IFCC 標準化対応法による主要酵素８項目の分散分析法に

よる変動因子の定量的解析

吉澤　利紀

79 日常検査における測定不確かさの経時的変化とその評価 大谷　優香

80 採血管のデータおよび運用についての検討 天野　あずさ
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �㛗⏣ࠉㄔ（国際医療福祉大学 大田原キャンパス）

81 当院で管理している血糖自己測定器は正確に測定できているか？ 安孫子　陽一

82 シミュレーター開発のための疑似的な心電図波形生成法の検討 市毛　奈々

83 北里大学病院における超音波検査の教育体制の構築と技術向上

への取り組み

原　雅
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �ᒣཱྀࠉⰋ⪃（国際医療福祉大学）

84 内視鏡技師が生検で心がけていること 植田　勇翔

85 臨地実習ガイドライン2021に準じた病理検査室実習の実際と評価 立澤　春樹
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �Ᏻ㒊࠿ࡸࡉࠉ（川崎市立川崎病院）

86 検体検査受付業務負担軽減への活動　～問い合わせ件数減少を

目指して～

谷津　彩子

87 早朝病棟検体の運用変更に関する取り組みとその効果 塩見　理紗

88 採血室におけるトラブルの解析 中村　美栄

89 内視鏡業務参入前に検討すべき課題 今村　倫敦

➨ �᪥┠��� ᭶ �� ᪥
➨㸱఍ሙ㸸ࣛࢢ࢜ࣆ࢔ンࢸࢫࢻーࢪ㸦ࣝࢫࢵ࣭ࣕ࢟ࢨ㸧

㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �୰ᮧࠉᾈྖ（筑波メディカルセンター病院）

90 当院における TAT 分析と今後への改善に向けて 中村　美栄

91 漏れのないパニック値報告方法の確立 渋谷　潤

92 医療安全のためのパニック値を管理するシステムの有用性 越川　佳明

93 災害時の臨床検査技師の派遣及び臨床検査薬等の供給に関する

協定書締結まで

阿藤　由理
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㸺 ��㸸�� 㹼 ��㸸�� 㸼�ᗙ㛗 �ಖᆏࠉ࿴ᏹ（地方独立行政法人山梨県立病院機構 山梨県立中央病院）

94 当院生理機能検査室における critical value 報告の検討 難波　華梨

95 当院における血液内科診療に対する臨床支援 上田　淳夫

96 当院におけるHCV陽性患者に確実な治療を実施するための取組み 藤村　和夫

97 当院における肝炎ウィルス未治療者拾い上げの取り組みとその

波及について

古屋　良太
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学 会 長 中川　英二 市立甲府病院

参 与 大澤　智彦 韮崎市国民健康保険　韮崎市立病院

実 行 委 員 長 河合　正行 公益社団法人山梨勤労者医療協会　石和共立病院

副 実 行 委 員 長 小川　賢二 公益社団法人山梨勤労者医療協会　甲府共立病院

副 実 行 委 員 長 多田　正人

事 務 局 長 杉浦　弘樹 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院

事 務 局 副 局 長 伊藤　泉 山梨大学医学部附属病院

運 営 局 長 前島　誠 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院

運 営 副 局 長 畑山　一貴 市立甲府病院

運 営 副 局 長 松山　亜紀子 一般社団法人甲府市医師会　健診・検査センター

運 営 副 局 長 滝川　弘一 山梨大学医学部附属病院

会 計 局 長 山口　理香 独立行政法人国立病院機構　甲府病院

会 計 副 局 長 堀田　由美香 峡南医療センター企業団　富士川病院

会 計 副 局 長 内藤　亮 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院

学 術 局 長 古屋　良太 公益社団法人　山梨厚生会　山梨厚生病院

学 術 副 局 長 保坂　和宏 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院

学 術 副 局 長 原　　順一 山梨大学医学部附属病院

展示・会場局長 五味　律子 山梨大学医学部附属病院

展示・会場副局長 渡邉　峻介 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院

広 報 局 長 古屋　直樹 市立甲府病院

広 報 副 局 長 大柴　一希 山梨県厚生連健康管理センター

広 報 副 局 長 伊東　真美 山梨大学医学部附属病院
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相川　 佳奈美

青沼　 美香

赤井　 洋美

赤池　 栞里

赤澤　 章二

赤澤　 博美

秋山　 幸子

秋山　 みずほ

秋山　 みづ子

明間　 史佳

浅川　 教恵

浅原　 亜衣

芦川　 美帆

芦沢　 貴仁

阿部　 彬

阿部　 水穂

天野　 あずさ

天野　 ひろの

天野　 陽生

網野　 秀一

網野　 陽子

雨宮　 健司

雨宮　 沙織

雨宮　 早紀

雨宮　 憲彦

雨宮　 みなみ

雨宮　 由佳

有泉　 久美香

安西　 美穂

伊井　 弘美

飯島　 実夢

飯島　 靖果

飯泉　 里映

池田　 彩香

池田　 陽子

池田　 里菜

石井　 直樹

石原　 麻里奈

石原　 百合子

石部　 亜沙美

石山　 育実

石山　 啓子

磯　　 敬

磯田　 武蔵

磯野　 満

磯野　 雪美

板倉　 薫

市川　 泰彦

井出　 茜

井出　 真由

伊藤　 泉

伊藤　 紘貴

伊東　 奨真

伊東　 太建

伊藤　 和

伊東　 裕也

伊東　 真美

伊藤　 美穂

稲垣　 悦子

井上　 清太郎

井上　 梨沙

今井　 寿文

今井　 友子

岩澤　 仁美

岩澤　 蒔菜

岩坪　 侑希

上田　 真紀

上田　 眞叶

上田　 優斗

上原　 久美

植松　 かおり

植松　 香星

内田　 幹

浦山　 奈津美

海野　 勇蔵

榎原　 宗一郎

遠藤　 愛花

遠藤　 隆

遠藤　 葉月

遠藤　 雅代

遠藤　 真澄

遠藤　 義明

黄木　 和加子

大木　 翔平

大澤　 智彦

大柴　 一希

大柴　 理香

多田　 正人

大野　 愛

大原　 雅美

大村　 弘樹

大本　 英明

大本　 萌恵

岡　　 実千代

小河内 雅子

小河内 芳彦

岡部　 悠子

小川　 健一

小川　 賢二

荻原　 明

奥野　 真実

奥山　 純子

小倉　 佳人

小坂　 駿介

長田　 恵利香

長田　 恵子

長田　 大輔

長田　 千明

長田　 奈緒

長田　 美智子

小澤　 あすか

小澤　 恵理

小澤　 愛香

小田切 悟美

小田切 真紀

小野　 楓果

小野　 美穂

小野　 美代子

小俣　 貴子

加賀美 日向子

掛本　 真理

篭島　 清香

葛西　 彩華

笠井　 絵里

笠井　 一希

河西　 慶

葛西　 健太

河西　 誠

風間　 文智

風間　 理子

加治木 美幸

梶原　 恵

數野　 真以

勝俣　 多恵

勝俣　 浩実

勝俣　 牧子

勝俣　 雄登

加藤　 綾

加藤　 琴海

加藤　 美也子

河東　 もえこ

加藤　 悠輔

加藤　 優奈

加藤　 りこ

金丸　 昂平

上川　 綾子

亀澤　 弘憲

萱沼　 苑子

河合　 希

河合　 正行

川上　 峻平

川上　 浩基

川口　 千恵

川﨑　 さつき

川﨑　 結花

木内　 直子

北川　 侑季

北澤　 里奈

北村　 健太郎

橘田　 和幸

鬼頭　 一華

木村　 希保

木村　 正樹

木村　 由香

木山　 知子

功刀　 和香奈

久保田 悦子

久保田 圭祐

久保田 洋子

久保田 理恵

組澤　 由衣

久米　 好

黒田　 友大

源平　 昌子

釼持　 加奈子
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釼持　 友里

小池　 亨

河阪　 捺美

河野　 香都美

小坂　 彩也香

輿石　 順子

輿石　 芳夫

輿水　 佑希

小滝　 進

後藤　 さやか

小西　 香

小林　 海斗

小林　 一樹

小林　 京子

小林　 京子

小林　 恵子

小林　 紗帆

小林　 奈美

小林　 遥夏

小林　 真純

小林　 美希

小林　 美佐子

小松　 望美

五味　 碧海

五味　 ひで子

五味　 律子

小宮山 友菜

古明地 道代

小山　 和仁

小山　 直美

近　　 章弘

近藤　 なつ実

近藤　 晴義

齋藤　 南海

齊藤　 文枝

三枝　 直也

榊原　 寛樹

坂下　 智紀

坂本　 愛奈

坂本　 圭一郎

坂本　 健司

坂本　 健太

坂本　 春陽

坂本　 光正

坂本　 美穂

坂本　 美穂子

櫻井　 香奈

桜井　 渚乃

佐々木 杏樹

佐々木 知幸

佐々木 美里

佐藤　 麻美

佐藤　 英禎

佐藤　 雅之

佐藤　 由基

佐野　 可南子

佐野　 利恵子

澤登　 利枝

澤登　 八月

三戸　 拓海

塩島　 あかね

塩島　 良彦

塩谷　 理恵

篠原　 裕太

渋澤　 正裕

島田　 将昇

清水　 久美子

清水　 静

清水　 仁千夏

清水　 春華

清水　 美里

清水　 瑞穗

清水　 由美

志村　 幸子

志村　 実季

下條　 真奈

宿澤　 洋子

精進　 央人

白井　 彩子

白倉　 久美子

白倉　 信一

新海　 友規

新海　 真紀恵

新谷　 雄二

末木　 亜也子

杉浦　 弘樹

杉浦　 美由紀

杉田　 葵

杉田　 典子

杉原　 彩音

杉原　 美沙

杉本　 雅史

杉山　 麻衣

鈴木　 香織

鈴木　 麻優

鈴木　 優香

鈴木　 航

須田　 亜沙美

住栄　 節美

関　　 弘之

園原　 みつ美

髙石　 圭

高遠　 悠菜

鷹野　 恵美

高野　 くるみ

鷹野　 翔一

高野　 多恵子

鷹野　 喜彦

高野　 吉彦

髙橋　 弥夜

髙見　 和宏

田河　 響

滝川　 弘一

滝嶋　 佳保里

滝嶌　 賢士

滝嶌　 美紀

武井　 里充

武田　 友理香

竹中　 菜美

立沢　 教夫

田中　 沙恵

田中　 智美

田中　 紗羅

田中　 誠

田中　 瑞樹

田中　 美友樹

田丸　 佳代子

田村　 亜弓

為頼　 唯

丹澤　 千恵

近津　 貴志

千野　 恵美

千野　 正彦

塚原　 達幸

土屋　 恵里子

土屋　 大輔

土屋　 知己

土屋　 花実

土屋　 満里奈

角田　 茉保

寉田　 さやか

手塚　 恵美

手塚　 正子

寺澤　 沙織

寺田　 光男

遠山　 玲子

土橋　 桃子

土肥　 新

土肥　 恵美

豊泉　 裕貴

内藤　 恵理

内藤　 絵理

内藤　 香織

内藤　 翔

内藤　 勝人

内藤　 幹久

内藤　 亮

永井　 薫

中居　 陸

中川　 英二

長久保 由貴

中込　 恋

中澤　 久美子

中澤　 美佳子

中島　 敦史

中嶋　 ゆう子

永瀬　 ひとみ

永田　 至

中田　 裕夏

中野　 賢一

中野　 路子

仲二見 里香

中村　 海斗

中村　 麻友美

中村　 美栄

41



中村　 優太

中村　 梨紗子

名執　 幸恵

名取　 雅美

名取　 優美

名執　 佑芽

名取　 良子

奈良　 瞳

楢島　 由美

成田　 知那美

新津　 好江

西海　 有希

西川　 達也

西川　 美咲

新田　 由起子

入戸野 舞香

沼田　 早苗

野口　 好美

野中　 俊和

萩原　 詩織

萩原　 瑞季

萩原　 一美

橋爪　 恵

羽田　 菜摘

畑山　 一貴

花井　 絵理

花井　 佑樹

花岡　 圭太

花輪　 怜奈

馬場　 美里

濵　　 暢之

早川　 楓

早川　 寿美

早川　 未菜

早川　 美代子

原　　 あい

原　　 杏奈

原　　 順一

原　　 成次

原　　 万由子

原田　 誠

樋川　 惠

日向　 ありさ

日向　 正樹

平井　 典明

平賀　 咲

平川　 正秀

廣瀬　 史奈

弘瀬　 佑矢

深井　 美鈴

深澤　 佐知子

深澤　 春菜

深澤　 裕美

深澤　 美希

深澤　 望那

福田　 祥子

藤原　 叶苗

藤原　 春奈

古屋　 宏輔

古屋　 智裕

古屋　 直樹

古屋　 美希

古屋　 由香里

古屋　 良太

保坂　 和宏

保坂　 千枝

保坂　 由紀

保科　 ヤス子

星野　 輝

細田　 萌

細野　 香帆

堀内　 美奈子

堀田　 由美香

本田　 翔平

本田　 智美

前川　 みな美

前島　 誠

前島　 正美

前島　 美晴

正木　 可歩

松浦　 一樹

松野　 登和

松山　 亜紀子

丸山　 舞子

丸山　 美咲

丸山　 充恵

三浦　 義成

三上　 大

三澤　 明日香

水石　 早紀

水口　 伊織

水地　 清美

溝呂木 彩加

道林　 智之

三井　 佐知子

三森　 美香

三村　 理恵

宮崎　 かおる

宮澤　 智孝

宮本　 誠

武川　 佳奈

武藤　 ひろ美

村松　 志保

村松　 智恵美

村松　 陽太

村松　 莉央

米良　 美和

望月　 英里

望月　 清人

望月　 奈保

望月　 亮我

森澤　 麻耶

森嶋　 さゆり

守屋　 昭子

守屋　 彩乃

矢ケ崎 美津恵

矢崎　 美和

矢澤　 千裕

山内　 良子

山口　 拓也

山口　 陽平

山口　 理香

山﨑　 若菜

山田　 和子

山田　 ムリオ瑠海

山田　 裕太朗

山本　 桐花

山本　 修平

山本　 未紗

山本　 萌

横内　 純子

横内　 理子

横森　 尚美

吉田　 秀樹

吉田　 瑞穂

吉田　 有貴

代永　 久美子

若尾　 千鶴

若林　 奈央

渡邊　 彩花

渡辺　 和亮

渡邉　 勝哉

渡辺　 佳奈

渡邊　 響

渡辺　 健太

渡邉　 桜子

渡辺　 諭

渡辺　 純一

渡邉　 峻介

渡邊　 大暉

渡辺　 崇之

渡辺　 尚美

渡邉　 紀子

渡邊　 治樹

渡邉　 麻衣

渡邉　 麻希

渡邊　 光子

渡邉　 泰子

渡辺　 裕紀

渡邉　 雄大

渡辺　 祐希

渡辺　 弓絵
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⦅㞟ᚋグ

　2025 年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第 61 回）を一般社団法人 山梨県臨

床検査技師会が担当させて頂くこととなりました。学会テーマは、「甲斐創造 ～未来への羅針盤

～」です。「甲斐創造」とは、一人ひとりが夢や希望を抱き共に成長していく持続可能な社会を創

造することを目指すことを意味しています。そして「未来への羅針盤」は、今後の臨床検査技師

の方向性や目標を明確に示すものとして役立つ学会としたい思いがこのテーマには込められてい

ます。

　開催２年前より中川会長を先頭に理事メンバーを中心とした準備会・実行委員会を立ち上げ学

会開催のための準備をしてきました。山梨県は前回 2016 年に担当していますが、その時のメン

バーが殆どいない体制でしたので、第 59 回・第 60 回学会を視察させて頂き運営方法等有益な情

報を頂きました。しかしながら、今年度より日臨技からの学会運用方法が変わり苦慮したことも

多くあり、支部長・日臨技の方々のご指導を賜りながら開催に至ったことに感謝申し上げます。

　山梨県は、人口約 80 万人（臨床検査技師会員 510 名余）の小さな県です。そのため集客能力の

ある施設が無く今回も前回同様のアピオ甲府で開催することとし、甲府駅からシャトルバスを運

行します。10 月の山梨は秋の訪れを感じ季節の味覚を味わうことの出来るすてきな時期です。本

学会は、現地開催のみの開催としております。この素敵なシーズンに皆様と直接会って学び交流

出来ればと思います。

　学会企画は、一般公開講座（３企画）、教育講演、日臨技企画（２企画）、青年部［若梨部］企画、

研究班企画（10 企画、講演・シンポジウム）、学生フォーラム、高校生進学支援ガイダンス、ラン

チョンセミナー（10 企画）、一般演題 97 演題と充実した企画を準備しています。

　一般公開講座は、山梨に縁のある先生方にお願いしています。卓球の平野美宇選手の母親平野

真理子さん、世界で初めてクローンマウスを実現した若山照彦先生、甲州弁を次世代に語り継ぐ

五緒川津平太氏です。教育講演では、血小板上のタンパク「CLEC-2」を発見された井上克枝先生

方にお願いしております。山梨県は、検査技師養成校が無い県ですので技師育成のために充実し

た企画を準備しました。若手技師育成のための企画として青年部［若梨部］が人材育成企画、学

生フォーラムでキャリアボードゲーム、高校生企画として学会ツアーです。参加者にとって学び

成長でき将来に向かって役立つ内容の企画となっています。山梨の魅力と併せて堪能して頂けれ

ばと思います。

　本学会を開催するにあたりご協力・ご尽力賜りました日臨技・１都７県技師会をはじめ各研究

班の方々、多忙な中講演を受けて頂きました先生方、演者・座長・運営に携わった全ての方々に

感謝申し上げます。また、学会運営に多大なご支援を賜りました協賛企業各社に厚くお礼申し上

げます。

　甲州弁は、心を解きほぐし人と人をつなぐ力があると言われています。参加される皆様と有意

義な学会となることを実行委員一同楽しみに待ってるじゃんね～。

2025 年度 日臨技 関甲信支部・首都圏支部医学検査学会（第 61 回）

実行委員長　河合　正行
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血液凝固自動分析装置　C P３０００α

血液凝固分析装置
一般医療機器：特定保守管理医療機

一 般 的 名 称

13B2X00163307001製造販売届出番号

販    売    名

血液凝固自動分析装置

受け継がれた“省”設計に
スペース・時間・エネルギーへのこだわりはそのままに。
さらに省スペースや作業効率を追求しボディを刷新。

受け継がれた“高機能”設計に
処理能力や便利な機能はそのままに。不慣れな方でも安心の機能をプラス。

変 わ ら な い 安 心 、確 か な 前 進
こだわりはそのままに、新しい機能を＋α

本   社 ： 〒103-0027 東京都中央区日本橋二丁目1番3号
ホームページアドレス ： https://www.sekisuimedical.jp/

【お問い合わせ先】
コールセンター ： 0120-367-182

製造販売元

［2025-0033］



M2503GD.C

バイオサイエンス事業部

東 京 本 社 ☎（03）6636-3734 大 阪 支 店 ☎（06）6209-1948
名古屋支店 ☎（052）211-5730 福 岡 支 店 ☎（092）710-6694
仙 台 支 店 ☎（022）266-2341
カスタマーサポートセンター ☎（0467）76-5384
ホームページ　https://www.diagnostics.jp.tosohbioscience.com/

測定開始後、結果報告まで約15分。
（一部項目は除く）

全自動化学発光酵素免疫測定装置

全自動化学発光酵素免疫測定装置

東ソー自動グリコヘモグロビン分析計

測定開始後、結果報告まで30秒。

自動遺伝子検査装置

測定開始後、結果報告まで約40分。

迅速で効率的な検体検査の実現に向け
東ソーはこれからも努力を続けていきます。

全自動化学発光酵素免疫測定装置

東ソー自動グリコヘモグロビン分析計





届出番号:13B3X10263236001
特定保守管理医療機器・一般医療機器

届出番号:13B3X10263236001
特定保守管理医療機器・一般医療機器

詳しい情報は Webで

ご案内しています

https://mdc.medical.canon

【製造販売元】

【AD-25-004】HM-CODIAMラックなし ver_A5_ タテ _1C

自動分析装置  HM－CODIAM

ディスポセルの機能を継承した

 便潜血を測定できる自動分析装置が誕生

様々な機能で

検査をサポート

処理能力
200テスト/時間

試薬恒温機能

試薬バーコード
自動読み取り機能

反応テーブル
温調機能



■ LASAY オート TP Ab
統一商品番号

924933

925169

40mL × 1
20mL × 1

緩衝液（R1）
ラテックス懸濁液（R2）
緩衝液（R1）
ラテックス懸濁液（R2）

内容及び包装

包装単位 標準液・コントロール（別売品）

46mL × 1
26mL × 1

■ LASAY オート RPR
統一商品番号

924971

925176

40mL × 1
20mL × 1

緩衝液（R1）
ラテックス試液（R2）
緩衝液（R1）
ラテックス試液（R2）

内容及び包装

46mL × 1
26mL × 1

■ TP Ab 標準品・コントロール

■ RPR標準品・コントロール

統一商品番号
925312

924957

925329

TP Ab 標準品 （1mL）

TP Ab コントロール

TP Ab 中和試験用試薬（10μL）

1mL×1本×6濃度

2mL×3本×2濃度

10μL×6本

製品名 容　量

統一商品番号
925305

924995

RPR 標準品（1mL）

RPR コントロール

1mL×1本×5濃度

2mL×3本×2濃度

製品名 容　量

〒103-8338　東京都中央区日本橋室町二丁目1番1号
フリーダイヤル　0120-206-072
受付時間 9:00～17:00（土日祝日・弊社休業日を除く）

試薬学術担当

【 問い合わせ先 】








